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～
～
一
地
方
の
算
者
の
事
績
～
～

飯
能
の
和
算
家
・
石
井
弥
四
郎
和
儀

【
要
旨
】

江
戸
末
期
の
飯
能
の
和
算
家
・
石
井
和
儀
の
こ
と
は
、
一
般
に
は
勿
論
、
和
算
の
研
究
者
の
間
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
石
井
和
儀
を
知
る
史
料
は
、
子
の
権
現
（
天
龍
寺
）
に
掲
額
し
た
で
あ
ろ
う
算
額
の
内
容
が
「
算
法
雑
俎
」
と
い
う
書
物
に

ね

記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
唯
一
で
、
生
没
年
さ
え
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
の
度
、
筆
者
は
子
孫
の
方
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
石
井
和
儀
が
遺
し
た
か
な
り
の
和
算
史
料
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
墓
石
も
確
認
で
き
、
墓
石
か
ら
は
生
没
年
も
特
定
で
き
た
。

発
見
し
た
史
料
の
中
に
は
、
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音
に
か
つ
て
掲
額
さ
れ
て
い
た
「
幻
の
算
額
」
を
写
し
取
っ
て
い
る
「
奉
納

改
正
算
法
」
と
題
す
る
書
物
も
あ
り
、
そ
の
算
額
の
内
容
と
独
自
の
解
き
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
史
料
の
中
に
は

群
馬
県
の
榛
名
神
社
や
於
菊
稲
荷
社
の
算
額
の
記
述
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
現
地
で
写
し
取
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
石
井
和
儀
の

足
取
り
の
一
旦
を
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
史
料
は
、
子
の
権
現
の
算
額
の
積
分
問
題
に
至
る
勉
強
の
過
程
が
理
解
で

き
る
内
容
（
円
理
関
係
）
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
の
一
次
史
料
が
ほ
と
ん
ど
紛
失
し
て
い

る
中
に
あ
っ
て
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
学
士
院
所
蔵
の
和
算
資
料
の
中
に
、
師
の
市
川
行
英
の
略
伝
や
石
井
和
儀
ら
門
人
が
師
に
提
出
し
た
起
請
文
の
写

し
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
書
で
は
こ
れ
ら
の
新
事
実
の
内
容
と
、
師
の
市
川
行
英
の
こ
と
、
そ
れ
に
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
（
円
柱
を
角
柱
で
穿
去

し
た
と
き
の
問
題
）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
、
当
時
の
問
題
の
解
き
方
も
含
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
、
飯
能
と

い
う
一
地
方
の
和
算
家
（
算
者
）
石
井
和
儀
の
事
績
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
本
文
で
全
体
を
述
べ
、
問
題
の
解
法
な
ど
一
部
の
詳
細
は
付
録
と
し
た
。
ま
た
貴
重
な
史
料
の
う
ち
改
正
算
法
と
円
理
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関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
そ
の
写

し
を
付
録
と
し
て
載
せ
た
。
さ
ら

に
関
連
す
る
内
容
と
し
て
比
企
郡

と
き
が
わ
町
の
慈
光
寺
の
算
額
に

つ
い
て
も
付
録
で
述
べ
る
こ
と
に

し
た
。

  石井和儀の関連地図
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一
章

は
じ
め
に

埼
玉
県
飯
能
市
原
市
場
の
石
井
弥
四
郎
和
儀
（
一
八
〇
四
～
七
一
）
は
江
戸
末
期
の

和
算
家
で
あ
り

合
類
算
法

な
ど
を
著
し
た
関
流
の
遊
歴
和
算
家
・
市
川
行
英

一

、「

」

（

（
注
１
）

八
〇
五
～
五
四
）
の
門
人
で
あ
っ
た
。
石
井
和
儀
に
関
し
て
は
、
従
来
、
算
額
を
記
録

し
た
「
算
法
雑
俎

（
文
政
十
三
年
）
と
い
う
書
物
に
子
の
権
現
（
天
龍
寺
：
飯
能
市

」

（
１
）

ね

大
字
南
）
に
奉
納
し
た
で
あ
ろ
う
算
額
（
文
政
十
三
年
三
月
）
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
し
か
わ
か
ら
ず
、
生
没
年
も
不
明
で
あ
っ
た
。
著
名
な
数
学
史
の
研
究
学
者

で
北
武
蔵
の
算
者
を
か
つ
て
調
べ
た
三
上
義
夫
（
一
八
七
五
～
一
九
五
〇
）
も
算
法
雑

（
２
）

俎
の
中
の
記
述
し
か
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
三
上
は
昭
和
八
年
に
天
文
暦
学
者
・
千
葉

（

）

、

歳
胤

一
七
一
三
～
一
七
八
九

の
調
査
で
飯
能
市
虎
秀
を
三
回
ほ
ど
訪
れ
て
い
る
が

（
３
）

原
市
場
の
方
面
に
足
を
延
ば
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

今
回
筆
者
は
、
石
井
和
儀
の
子
孫
の
方
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
石
井
家
に
伝
わ
る
古

文
書
類
の
中
か
ら
、
和
算
関
係
の
史
料
（
以
下
、
石
井
家
文
書
）
八
種
類
・
計
二
五
〇

頁
ほ
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
原
市
場
の
西
光
寺
（
廃
寺
）
に
墓
石
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
墓
石
か
ら
は
生
没

（
注
２
）

年
月
日
も
判
明
し
た
。

発
見
し
た
史
料
の
中
に
は
、
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音
（
正
法
寺
）
に
か
つ
て
掲
額
さ
れ
て
い
た
「
幻
の
算
額
」
を
写
し
取
っ
て

（
注
３
）

い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
内
容
と
石
井
和
儀
の
解
い
た
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
比
企
郡
吉
見
町
の
吉
見
観
音

（
安
楽
寺
）
の
算
額
も
写
し
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
群
馬
県
高
崎
市
の
榛
名
神
社
や
於
菊
稲
荷
社
の
算
額
の
記
述
も
あ
り
、
こ
れ

も
写
し
取
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
石
井
和
儀
は
解
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
、
足
取
り
の
一
旦
を
推
測
で 図1-1．子の権現（天龍寺）
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図1-2．合類算法 

 （早大図書館） 

き
る
も
の
で
あ
る
。

、

。

さ
ら
に

発
見
し
た
史
料
に
は
極
限
と
積
分
の
概
念
に
通
じ
る
円
理
に
関
す
る
数
式
が
幾
つ
も
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
れ
ら
の
式
は
松
永
良
弼
や
安
島
直
円
が
求
め
た
も
の
だ
が
、
複
雑
な
式
を
間
違
い
な
く
記
述
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な

勉
強
を
経
て
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
を
扱
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
日
本
学
士
院
所
蔵
の
和
算
資
料
の
中
に
師
の
市
川
行
英
の
略
伝
や
門
人
の
石
井
和
儀
ら
が
師
に
提
出
し
た
神
文
あ
る
い

（

、

）

。

、

は
起
請
文
の
写
し

以
下

市
川
行
英
文
書

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

石
井
和
儀
の
起
請
文
は
文
政
六
年
十
二
月
の
も
の
で

十
九
歳
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
新
発
見
の
内
容
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
師
の
市
川
行
英
の
こ
と
、
そ
れ
に
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
述
べ
、
飯
能
と
い
う
一
地
方
の
和
算
家
（
算
者
）
石
井
和
儀
が
遺
し
た
事
績
を
確
認
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

（
注
１
）
合
類
算
法
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
刊
。
複
雑
な
図
形
の
求
積
問
題
や
方

陣
（

か
ら

ま
で
の
整
数
を
正
方
形
に
並
べ
て
縦
横
対
角
線
の
数
の

1

合
計
が
全
て
等
し
く
な
る
よ
う
に
し
た
も
の
）
な
ど
を
述
べ
た
も
の
。
方
陣

は

方
陣
が
書
い
て
あ
る
。

19

（
注
２
）
西
光
寺
（
廃
寺
）
は
南
高
麗
の
長
光
寺
（
曹
洞
宗
）
末
。
鎌
倉
時
代
の
板
石

塔
婆
は
市
文
化
財
。

（
注
３
）
岩
殿
観
音
内
に
は
現
在
、
内
田
祐
五
郎
が
明
治
十
一
年
に
掲
額
し
た
算
額
が
あ
る
。

2n
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二
章

和
算
小
史

和
算
と
は
日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
数
学
の
こ
と
だ
が
、
本
論
に
入
る
前
に
そ
の
歴
史
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い

（
ゴ
シ
ッ
ク
文

。

（
４
）

字
は
本
書
に
出
て
来
る
用
語
で
す
）

中
国
で
は
漢
代
に
「
九
章
算
術

（
面
積
や
比
例
・
反
比
例
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
数
学
書
が
登
場
し
た
。

」

古
代
日
本
で
は
大
宝
律
令
・
養
老
律
令
に
お
い
て
、
大
学
寮
算
道
の
教
科
書
と
し
て
こ
の
九
章
算
術
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

時
期
の
日
本
の
数
学
は
中
国
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
中
世
の
数
学
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
は
あ
ま

り
分
か
っ
て
い
な
い
。

。

「

」（

）

。

江
戸
時
代
に
日
本
の
数
学
は
大
い
に
発
展
し
た

毛
利
重
能
の

一
六
二
二
年

は
日
本
最
初
の
数
学
書
で
あ
っ
た

割
算
書

し
げ
よ
し

そ
こ
で
は
そ
ろ
ば
ん
が
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
吉
田
光
由
に
よ
る
「
塵
劫
記

（
一
六
二
七
年
）

」

で
あ
る
。
明
代
の
「
算
法
統
宗
」
を
服
飾
し
た
も
の
だ
が
割
算
書
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。
塵
劫
記
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

初
等
数
学
の
標
準
的
教
科
書
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
塵
劫
記
は
初
歩
的
な
本
で
あ
っ
た
が
、
巻
末
に
答
え
を
付
け
な

い
問
題
（
遺
題
）
を
載
せ
、
そ
れ
を
解
く
こ
と
に
よ
り
新
た
な
遺
題
を

出
す
と
い
う

が
始
ま
り
和
算
は
急
速
に
発
達
し
た
。

遺
題
継
承

遺
題
継
承
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
複
雑
な
問
題
が
出
現
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
沢
村
一
之
の
「
古
今
算
法
記

（
一
六
七
一
年
）
は
元
朝
の
朱

」

世
傑
の
著
「

」
の
中
に
あ
る
天
元
術
を
用
い
て
遺
題
の
問
題

算
学
啓
蒙

を
解
き
、
関
孝
和
や
田
中
由
真
が
相
次
い
で
傍
書
法
（
文
字
式
に
よ
る

                    

図 2-1．関孝和碑（群馬県藤
岡市）関孝和は藤岡生まれと
言われる。(2011年 12月) 
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筆
算
）
の
計
算
法
を
編
み
出
し
た
。

特
に
関
孝
和
は
天
元
術
・
演
段
法
を
発
展
さ
せ
て
点
竄
術
を
創
始
し
た
（
い
わ
ゆ
る
代
数
学

。
こ
れ
に
よ
り
円
の
算
法
や
複
雑

）

な
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
っ
た

関
孝
和
は
翦
管
術

剰
余
方
程
式
問
題

方
程
式
の
係
数
の
決
定
法

数

。

（

）
、

（

）
、

（

招
差
術

術

列
問
題

、

（
方
程
式
の
最
適
化

、

（
円
や
曲
線
の
問
題

、
交
式
斜
乗
法
（
行
列
式
）
な
ど
多
く
の
分
野
で
新
た
な

）

）

）

適
尽
法

円
理

発
明
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
関
孝
和
の
関
流
が
圧
倒
的
な
主
流
派
に
な
っ
て
い
く
。

和
算
に
お
い
て
は
円
理
の
問
題
（
円
周
率
や
円
積
率
、
球
の
体
積
な
ど
の
問
題
。
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
は
数
学
の
本
質
的
な

問
題
で
あ
っ
た
）
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
円
理
は
関
孝
和
の
登
場
以
降
大
い
に
発
達
し
、
関
は
円
周
率
を
小
数
点
以
下

桁
10

ま
で
正
し
く
求
め
て
い
る
。
関
の
弟
子
の
建
部
賢
弘
は
小
数
点
以
下

桁
ま
で
正
し
く
求
め
て
い
る
。
建
部
は
さ
ら
に

（
無

綴
術

40

限
級
数
）
を
考
案
し
、
関
孝
和
の
成
し
え
な
か
っ
た
弧
背
の
長
さ
な
ど
円
理

に
お
け
る
各
種
計
算
法
を
導
き
出
し
た

「
綴
術
算
経
」
で
は

の

。

冪
級
数
展
開
を
世
界
で
初
め
て
計
算
し
て
い
る
。

建
部
の
弟
子
中
根
元
圭
は
天
文
学
の
洋
学
の
必
要
性
を
説
い
て
洋
書
の
輸

入
禁
制
を
緩
め
る
こ
と
を
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
進
言
し
た
。
そ
の
結
果
、

西
洋
の
天
文
暦
算
を
解
い
た
「
暦
算
全
書
」
な
ど
の
書
が
伝
わ
り
、
西
洋
数

学
の
諸
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
対
数
や
三
角
法
な
ど
新
た
な
展
開
が
成
さ
れ

た
。
中
根
元
圭
ー
幸
田
親
盈
（
八
潮
市
）
ー

（
飯
能
市
）
の
系
統

千
葉
歳
胤

は
暦
学
の
方
で
注
目
さ
れ
る
。

松
永
良
弼

関
孝
和
以
後
は
荒
木
村
英
が
そ
の
伝
を
継
ぎ

さ
ら
に
そ
の
弟
子

、

よ
し
す
け

が
「
関
流
」
と
称
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
他
流
派
を
抜
い
て
大
い
に
発
達

し
た
。
松
永
良
弼
は
関
孝
和
や
建
部
賢
弘
の
研
究
を
発
展
さ
せ
、
久
留
島
義

                   
 

 
 

  図 2-2．関孝和墓（藤岡市光徳寺） 

  この墓は東京新宿の浄輪寺の孝和の 

  墓から御霊を迎え建立したもの。   
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太
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

（
極
大
極
小

、

（
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
数
な
ど
整
数
を
作
る

、
変
数
術
（
順
列
組
合
せ
）

極
数
術

整
数
術

）

）

な
ど
を
確
立
さ
せ
た
。
久
留
島
義
太
は
極
数
術
、
平
方
零
約
術
（
数
の
平
方
根
の
近
似
分
数
を
求
め
る
方
法

、
円
理
や

の
新

）

方
陣

研
究
な
ど
を
行
っ
た
。

中
根
・
久
留
島
・
松
永
に
学
ん
だ
山
路
主
住
は
流
派
た
る
関
流
を
樹
立
し
、
弟
子
の
教
育
に
も
優
れ
て
い
た
。
そ
の
弟
子
有
馬

頼

は
久
留
米
の
藩
主
で
あ
り
な
が
ら
数
学
に
優
れ
、
関
流
の
秘
密
性
を
嘆
き

「
拾

算
法
」
で
点
竄
術
や
円
理
の
諸
公
式
な

、

よ
り
ゆ
き

ど
そ
れ
ま
で
関
流
の
重
要
秘
密
で
あ
っ
た
内
容
を
刊
行
し
て
世
に
公
表
し
た
。
同
じ
く
山
路
の
弟
子

は
今
で
い
う
積
分

安
島
直
円

な
お
の
ぶ

法
の
考
え
と
同
じ
の
円
の
形
を
長
方
形
の
集
ま
り
と
考
え
、
円
あ
る
い
は
弧
背
な
ど
の
曲
線
の
面
積
を
求
め
る
方
法
を
導
き
出
し

た
。
ま
た
そ
の
方
法
を
用
い
て
、
円
柱
か
ら
球
を
穿
ち
去
っ
た
形
の
体
積
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
初
め
て
解
い
た
。

こ
の
時
期
、
遺
題
継
承
の
風
習
は
廃
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
は
寺
社
に
数
学
の
問
題
を
載
せ
た
額
を
掲
げ
る

奉
納
の
風
習

算
額

。

、

「

。

が
盛
ん
と
な
っ
て
き
た

山
路
の
弟
子
の

は
教
育
に
す
ぐ
れ

良
問
の
み
を
集
め
た
問
題
集

を
著
し
た

藤
田
貞
資

精
要
算
法
」

和

江
戸
後
期
は
最
も
和
算
が
輝
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
安
島
直
円
の
門
下
で
は
教
育
に
優
れ
た
日
下
誠
が
出
て
、
そ
の
門
弟
の

、

（

）

、

（

）

、

田

寧

豁
術

円
理
表

は
安
島
の
思
想
を
発
展
さ
せ

積
分
法

を
創
出
し

こ
の
術
の
た
め
に

積
分
の
公
式
集

を
作
成
し

や
す
し

円
理
の
問
題
を
完
成
さ
せ
た
。

関
孝
和
の
時
代
で
は
幕
臣
や
侍
な
ど
身
分
の
高
い
者
が
多
か
っ
た
が
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
商
家
や
農
家
な
ど
低
い
身
分
や
地

方
の
人
で
も
高
度
な
数
学
を

嗜

む
者
が
増
え
た
。
そ
れ
は

に
よ
る
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
日
本
の
各
地
を
歩
き
ま
わ

遊
歴
算
家

た
し
な

り
、
行
く
先
々
で
数
学
の
教
授
を
行
っ
た
数
学
者
で
あ
り
、
山
口
和
や
剣
持
章
行
が
い
る
。
ま
た
通
信
教
育
も
よ
く
行
わ
れ
て
い

て
、
こ
れ
ら
は
地
方
に
和
算
を
広
め
る
こ
と
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
。

和
算
が
当
時
の
西
洋
数
学
に
部
分
的
に
は
匹
敵
す
る
程
に
発
達
し
た
背
景
に
は
、
和
算
書
に
よ
る
「
遺
題
継
承
」
と
「
算
額
奉

納
」
の
風
習
と
が
あ
っ
た
が
、
和
算
は
明
治
五
年
の
学
制
発
布
で
「
和
算
を
廃
止
し
、
洋
算
を
専
ら
用
ふ
る
べ
し
」
と
し
て
か
ら

急
激
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
部
分
的
に
は
、
そ
の
後
も
新
た
な
和
算
書
が
出
版
さ
れ
た
り
、
算
額
奉
納
が
続

                    

徸 

璣
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い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
和
算
の
性
格
】

和
算
の
中
心
的
な
手
法
は
数
値
計
算
的
な
代
数
で
あ
っ
た
。
多
く
の
算
額
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
直
角
三
角
形
や
そ
れ
に
接
す
る

円
の
図
形
問
題
な
ど
は
、
三
角
形
の
比
例
関
係
と
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
で
解
け
る
。
た
だ
複
雑
な
図
形
や
立
体
図
形
と
な
る
と
難

し
い
問
題
も
多
い
。

円
理
に
つ
い
て
は
積
分
を
多
く
用
い
て
問
題
を
巧
み
に
解
い
た
。
一
方
、
微
分
の
概
念
は
和
算
で
は
発
達
し
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
和
算
が
関
数
、
あ
る
い
は
座
標
の
概
念
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
微
分
が
発
達
し
な
か
っ
た
為
、
和
算

で
は
微
積
分
の
基
本
定
理
が
な
く
、
複
雑
な
関
数
の
積
分
は
、
冪
級
数
展
開
と
級
数
の
和
の
公
式
を
利
用
し
て
い
た
。
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三
章

石
井
和
儀
の
伝
系
と
師
の
市
川
行
英

「
算
法
雑
俎
」
は
、
関
流
の
算
士
白
石
長
忠
の
門
人
岩
井
重
遠
が
編
集
（
市
川
行
英
訂
・
白
石
長
忠
閲
）
し
た
も
の
で
文
政
十

三
年
三
月
の
序
文
が
あ
る
が
、
実
の
著
者
は
白
石
長
忠
と
も
い
わ
れ
る
。
群
馬
・
長
野
・
埼
玉
な
ど
の
十
九
社
寺
・
二
十
二
面
の

算
額
を
記
録
し
て
い
る
。
子
の
権
現
の
算
額
に
つ
い
て
は

「
市
川
行
英
門
人

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
弥
四
郎
源
和
義

、

文
政
十
三
年
庚
寅
三
月
」
と
あ
る
。
子
の
権
現
に
伺
い
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
算
額
は
現
存
し
な
い
。
子
の
権
現
は

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
大
火
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
際
焼
失
し
た
の
で
は
な
い

か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
算
法
雑
俎
に
は
市
川
行

（
注
１
）

英
の
門
人
と
し
て
は
子
の
権
現
の
他
に
、
と
き

が
わ
町
の
慈
光
寺
観
音
堂
の
算
額
（
現
存
、
但

（
５
）

し
風
化
が
進
み
非
公
開
、
出
題
者
は
田
中
與
八

郎
信
直
・
馬
場
與
右
衛
門
安
信
・
久
田
善
八
良

儀
知
の
三
名

、
東
松
山
市
の
箭
弓
稲
荷
社
の

）

算
額
（
非
現
存
、
出
題
者
は
栗
島
寅
右
衛
門
精

彌

、
そ
れ
に
上
州
一
之
宮
貫
前
神
社
（
群
馬

）
県
富
岡
市
）
の
算
額
（
非
現
存
、
出
題
者
は
山

田
泰
助
清
房
）
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

行
英
・
和
儀
の
伝
系
は
図
に
示
す
よ
う
に
、

関
孝
和
―
荒
木
村
英
―
松
永
良
弼
―
山
路
主
住

八
潮
市

深
谷
市

上
州

　　 　　　　

上
毛

上
毛
算
学
の
祖

栗
島
寅
右
衛
門
精
彌

（

男
衾
郡
竹
澤
邑
：
小
川
町
木
呂
子
）

田
中
與
八
郎
信
直

（

比
企
郡
古
寺
邑
：
小
川
町
下
古
寺
）

馬
場
與
右
衛
門
安
信

（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
根
古
屋
）

小
野
栄
重

和
田
寧

安
島
直
円

日
下
誠

①

①

福
田
重
蔵

（

小
川
町
笠
原
）

久
田
善
八
良
儀
知

（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
小
貝
戸
）

関
孝
和

白
石
長
忠

上
毛
（

甘
楽
郡

南
牧
村
観
能
）

飯
能
市
虎
秀

今
井
兼
庭

黒
沢
理
八
郎
重
栄

(

熊
谷
市

)

　
　

他

市
川
行
英

松
永
良
弼

山
路
主
住

藤
田
貞
資

石
井
彌
四
郎
和
儀

（

高
麗
郡
原
市
場
邑
：
飯
能
市
原
市
場
）

斎
藤
宣
長

①

千
葉
歳
胤

本
多
利
明

岩
井
重
遠

建
部
賢
弘

中
根
元
圭

幸
田
親
盈

上
里
町
金
久
保

荒
木
村
英

図3-1．石井和儀の伝系 

八
潮
市

深
谷
市

上
州

上
毛

上
毛

算
学

の
祖

栗
島
寅
右
衛
門
精
彌
（

男
衾
郡
竹
澤
邑
：
小
川
町
木
呂
子
）

田
中
與
八
郎
信
直
（

比
企
郡
古
寺
邑
：
小
川
町
下
古
寺
）

馬
場
與
右
衛
門
安
信
（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
根
古
屋
）

小
野
栄
重

和
田
寧

安
島
直
円

日
下
誠

①

①

福
田
重
蔵
（

小
川
町
笠
原
）

久
田
善
八
良
儀
知
（

比
企
郡
腰
越
邑
：
小
川
町
小
貝
戸
）

関
孝
和

白
石
長
忠

上
毛
（

甘
楽
郡

南
牧
村

観
能
）

飯
能

市
虎

秀

今
井
兼
庭

黒
沢
理
八
郎
重
栄

(

熊
谷
市

)

　
　

他

市
川
行
英

松
永
良
弼

山
路
主
住

藤
田
貞
資

石
井
彌
四
郎
和
儀
（

高
麗
郡
原
市
場
邑
：
飯
能
市
原
市
場
）

斎
藤
宣
長

①

千
葉
歳
胤

本
多
利
明

岩
井
重
遠

建
部
賢
弘

中
根
元
圭

幸
田
親
盈

上

里

町

金

久

保

荒
木
村
英
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―
藤
田
貞
資
―
小
野
栄
重
―
斎
藤
宣
長
―
市
川
行
英
―
石
井
和
儀
（
行
英
は
白
石
長
忠
に
も
師
事
し
て
い
る
の
で
、
山
路
主
住
―

安
島
直
円
―
日
下
誠
―
白
石
長
忠
―
市
川
行
英
―
石
井
和
儀
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
）
で
、
ま
さ
に
関
流
和
算
の
主
流
に
属
し

て
い
た
。

師
の
市
川
行
英
は

「
玉
五
郎
と
称
し
、
南
谷
と
号
す
。
上
毛
人
な
り
。
初
め
業
を
斎
藤
宣
長
に
受
け
、
後
ち
白
石
長
忠
の
門
に

、

、

。

」
、「

（

）

、

入
り

益
々
数
理
の
奥
を
知
り
ぬ

天
保
七
年
合
類
算
法
を
著
す

上
州
甘
楽
郡
観
能
村

現
・
甘
楽
郡
南
牧
村
勧
能

の
人

（
６
）

故
あ
り
て
郷
里
に
居
つ
ら
く
な
り
、
武
州
あ
た
り
に
来
て
教
授
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
、
川
越
侯
の
知
遇
を
得
た
と
言
は
れ
る
。
此

人
の
門
人
が
武
州
に
散
在
す
る
の
は
其
為
め
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
御
三
卿
一
橋
家
の
指
南
役
と
な
り
、
武
蔵
川
越
藩

（
２
）

や
忍
藩
の
藩
士
に
も
教
え
た
。
文
献
（
７
）
に
は
「
市
川
玉
五
郎
氏
略
傳

（
本
文
前
に
「
飯
塚
悦
太
郎
氏
謄
写
報
告

、
奥
書
に

」

」

「
大
正
六
年
一
月
廿
七
日

郷
土
誌
中
よ
り
抜

茂
木
松
次
郎
殿
」
と
あ
る
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
誇
張
さ
れ
た
表
現
も

あ
る
が
参
考
に
全
文
を
掲
げ
て
み
る
。

市
川
玉
五
郎
氏
略
傳

氏
徳
川
時
代
に
生
れ
維
新
以
前
物
故
せ
り
、
蓋
関
流
算
学
の
大
家
な
り
、
子
孫
本
村
に
居

住
せ
ず
記
録
の
傳
る
も
の
な
き
に
よ
り
其
正
確
な
る
傳
を
得
ず
と
云
へ
ど
も
、
日
本
有
名
の

大
家
十
二
人
連
名
し
て
、
数
学
上
の
発
見
を
額
面
に
記
載
し
東
京
浅
草
観
音
堂
に

奉
納
せ
る
も
の
今
尚
存
せ
り
と
云
へ
り
、
氏
学
成
り
諸
国
を
歴
遊
せ
ん
と
す
る
と
き
、
先

江
戸
に
出
で
、
知
人
に
よ
り
て
御
三
家
一
橋
卿
に
謁
し
其
の
術
を
語
る
、
家
老
試
に

天
の
高
さ
を
測
ら
ん
こ
と
を
以
て
せ
り
、
答
へ
て
曰
く
難
事
に
非
ら
ず
□
、
浪
人
の
身
之
を

施
す
の
器
物
準
備
な
し
、
我
が
希
望
す
る
設
備
を
な
さ
ば
其
の
望
を
満
さ
ん
と
、

卿
命
じ
て
高
台
を
築
き
、
器
物
を
備
へ
、
之
か
測
量
を
な
さ
し
め
た
り
、
天
の
高
さ
無
窮
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或
物
を
目
標
と
し
、
億
万
千
百
何
里
何
町
何
間
何
尺
何
寸
に
至
る
ま
で
算
出
し
て
之
を
示

せ
り
、
卿
之
を
賞
し
て
優
遇
し
旅
銀
を
与
へ
て
還
せ
り
、
後
数
年
卿
曰
く
彼
又

来
ら
ん
、
再
測
量
せ
し
め
て
其
の
術
を
試
ん
と
命
し
て
少
し
く
台
を
高
く
せ
し
む
、
遊
歴
三
年

果
し
て
来
る
、
卿
言
は
し
め
て
曰
、
前
年
の
測
量
必
ず
正
確
な
ら
ん
、
然
れ
ど
も
歳
月
数
を
重

ぬ
れ
ど
天
地
異
動
な
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
、
乞
ふ
再
之
を
測
量
せ
よ
と
、
乃
、
前
年
の
器

物
を
備
へ
之
に
従
事
せ
し
む
、
氏
驚
き
て
謂
へ
ら
く
、
正
に
三
寸
の
差
違
あ
り
、
之こ

れ

天
地
の
異
動
か
抑
我
が
術
の
誤
り
か
、
天
地
異
動
せ
ず
ん
ば
我
が
術
に
異
る
所
な
し
、

よ
く

吾
少
壮
よ
り
此
の
学
に
志
し
此
の
術
を
信
す
る
こ
と
深
し
、
若
し
此
の
術
に
し
て
此
の
如
く

差
異
あ
り
と
せ
ば
、
之
此
の
術
の
信
す
べ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
、
吾
今
後
此
の
術
を

こ
れ

廃
せ
ん
と
、
測
天
終
り
卿
客
殿
に
請
じ
大
に
饗
膳
し
て
其
の
労
を
謝
す
、
氏
難
息
し

嘆

て
距
離
の
測
定
前
後
異
る
所
あ
り
、
何
の
異
動
か
に
由
る
か
知
る
べ
か
ら
ず
、
多
年

研
鑽
の
道
終
に
用
ふ
る
所
な
し
、
自
今
此
の
術
を
為
さ
ず
と
云
へ
り
、
卿
告
ぐ
る
に
術

後

を
以
て
し
大
に
其
の
精
妙
な
る
を
賞
し
、
命
し
て
三
斜
術
指
南
役
と
な
せ
り
と
ぞ
、
今

遺
著
数
部
あ
り
、
多
く
は
幾
何
三
角
術
に
属
す
る
者
な
り
、
氏
文
化
二
年
大
字
羽
澤

勧
能
に
生
る
、
姓
源
名
行
英
、
市
川
徳
兵
衛
長
重
の
次
男
、
兄
徳
兵
衛
金
重
家

を
継
ぎ
、
氏
は
東
隣
に
分
家
し
て
妻
を
迎
へ
て
一
女
を
設
し
、
女
子
三
歳
に
な
り
妻

を
還
し
て
娶
ら
ず
、
嘉
永
七
年
寅
十
月
二
十
九
日
歿
せ
り
、
行
年
五
十
歳
、
後
女

子
生
長
し
て
婿
喜
市
を
迎
へ
し
も
喜
市
二
女
を
遺
し
て
早
世
し
家
運
衰

へ
維
持
す
べ
か
ら
ず
親
族
の
勧
誘
に
す
り
て
出
で
ヽ
信
州
北
佐
久
郡
岩
□

田
篠
沢
某
の
家
に
嫁
し
二
子
を
生
む
、
長
子
勇
作
今
東
京
に
在
り
、
母
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も
亦
健
在
な
り
、
是
れ
実
に
市
川
行
英
の
外
孫
な
り
、

行
英
少
う
し
て
学
を
好
み
、
数
学
は
其
の
最
も
嗜
む
所
に
し
て
関
流
七
傳
斉
藤
四
方(

吉)
藤
原
宜
長
を
師
と
し
、
刻
苦
研
鑽
数
理
の
蘊
奥
を
窮
め
其
術
精
微
、

き
わ

人
を
し
て
驚
嘆
せ
し
め
し
と
云
ふ
、
合
類

法
二
冊
は
天
保
七
年
秋
刊
行
し
て
世

？

に
公
に
せ
り
、
其
心
天
元
演
段

法
集
、
関
流
神
楽

法
、

法
奉
納

他
？

集
等
草
稿
の
ま
ヽ
に
し
て
散
逸
し
、
□
収
す
べ
か
ら
ず
惜
む
べ
き
こ
と
に
こ
そ

尚
餘
技
と
し
て
遠
州
流
挿
花
を
学
び
、
文
政
十
一
戊
子
の
年
二
月
葛

味
齋
一
焼
よ
り
一
號
免
許
章
を
受
け
て
一
観
と
號
し
、
嘉
永
四
辛
亥

の
年
正
月
葛
昌
齋
一
輝
よ
り
挿
花
印
加
皆
傳
を
得
、
昌
楽
斎

一
観
の
斎
号
を
免
許
せ
ら
れ
た
り
、
其
の
人
と
な
り
を
思
ふ
べ
し

多
才
の
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
中
、
浅
草
観
音
堂
に
十
二
人
連
名
し
て
（
算
額
を
）
奉
納
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
事

実
を
記
し
た
文
献
は
見
つ
か
ら
な
い
（
後
述
の
よ
う
に
文
政
十
年
に
神
田
明
神
社
に
奉
納
し
た
記
録
は
あ
る

。
）

な
お
、
筆
者
は
行
英
の
門
人
を
十
六
名
ま
で
確
認
し
て
い
る
（
表
３-

１
参
照

。
）

（
注
１
）
実
際
に
掲
額
さ
れ
た
か
の
確
証
は
な
い
。

                    

筭

筭 

筭 

筭
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   表 3-1．市川行英門人一覧 

Ｎｏ 門　人　名 出典 住　　　所 算額場所 神文

1 田中與八郎信直 A、B 比企郡古寺村（小川町） 神文　文政11年

2 馬場與右衛門安信 A、B 比企郡腰越村（小川町） 神文　文政９年

3 久田善八郎儀知 A 比企郡腰越村（小川町）

4 石井彌四郎源和義 A、B 原市場村（飯能市） 子の権現
(飯能市)非現存

起請文
文政６年

5 栗島寅右衛門精彌 A 比企郡竹澤村（小川町） 箭弓稲荷社
(東松山)非現存

6 山田泰助源清房 A 上毛甘楽郡馬山邑(下仁田町) 貫前神社
(富岡市)非現存

7 喜多野(北野)多吉 Ｂ 上州緑野郡川除（藤岡市）　 神文　文政８年

8 田幡元吉英棟 Ｂ 東上州佐位郡下渕名村(伊勢崎市)　 神文　文政８年

9 澤田傳次郎 Ｂ 武腰越（小川町） 神文　文政９年

10 倉林庄蔵爲貞 Ｂ 上野緑野郡牛田村（藤岡市） 神文　文政９年

11 福田重蔵 Ｂ 比企郡笠原村（小川町） 神文　文政９年

12 山田要太郎 Ｂ 上野緑野郡藤岡町動堂(藤岡市)　　 神文　文政９年

13 嶋野善蔵 Ｂ 比企郡腰越村（小川町）　 神文　文政９年

14 渋川要吉郎 Ｂ 上州甘楽郡　　村　 神文　天保７年

15 黒沢理八郎重栄 Ｃ （熊谷市）

16 勢登亀之進重羽 C （熊谷市）

出典は、Ａ＝算法雑俎、Ｂ＝市川行英文書、Ｃ＝埼玉の算額・合類算法

慈光寺
（ときがわ町）
現存するも風化
が進み非公開

「合類算法」に門人としてあり
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四
章

市
川
行
英
の
免
状
と
門
人
の
神
文

「
市
川
行
英
文
書
」
は
日
本
学
士
院
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
「
大
正
八
年
一
月
市
川
志
ん
子
蔵
書
を
写
す

筆
者

高

（
８
）

橋
明
治
」
と
あ
る
か
ら
、
市
川
行
英
の
縁
者
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
を
高
橋
明
治
と
い
う
人
が
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

市
川
行
英
文
書
に
は
、
市
川
行
英
・
吉
澤
恭
周
（
上
里
町
出
身
の
和
算
家
）
等
三
人
に
よ
る
歴
経
（
天
文
学
的
内
容
で
各
種
天

文
定
数
の
導
き
方
な
ど
を
説
明
し
た
も
の
。
文
政
四
年
と
あ
り
行
英
十
七
歳
の
頃
だ
が
、
吉
澤
恭
周
は
文
化
十
三
年
に
亡
く
な
っ

て
い
る
か
ら
年
代
的
に
矛
盾
が
あ
る
）
や
、
行
英
宛
の
目
録
（
和
算
の
免
状

、
そ
れ
に
石
井
和
儀
等
の
起
請
文
と
十
人
の
神
文
が

）

あ
る
。

関
流
の
免
状
は
、
見
題
・
隠
題
・
伏
題
・
別
伝
・
印
可
の
五
段
階
あ
っ
た
が
、
市
川
行
英
が
受
け
た
免
状
に
は
文
政
九
～
十
一

年
の
三
種
類
が
あ
り
、
見
題
・
隠
題
・
伏
題
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
英
二
十
一
か
ら
二
十
三
歳
に
毎
年
免
状
を
受

け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
も
の
（
見
題
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
の
本

文
は
関
孝
和
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
門
人
の
宮
地
新
五
郎
に
授
け
た
算
法
許
状
と
同
じ
で
あ
り
、

年
後
も
継
続
し
て
い

（
９
）

122

た
こ
と
に
な
る
。
少
し
長
く
な
る
が
掲
げ
て
み
る
。
こ
れ
に
は
末
尾
に
関
孝
和
か
ら
の
伝
系
が
記
さ
れ
て
い
て
、
最
後
は
斎
藤
宣

長
と
あ
る
か
ら
宣
長
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
読
み
下
し
は
文
献

に
よ
っ
た
。

10

夫
物
生
斯
有
象
有
象
斯
有

夫
物
生
ず
れ
ば
、
斯
し
て
象
有
、
象
有
れ
ば
斯
し
て
数
有
。

そ
れ

か
く

あ
り

数
数
之
起
也
由
来
尚
矣
河

数
之
起
る
也
由
来

尚

。
河
は
図
を
出
し
、

や

ひ
さ
し

出
圖
洛
出
書
而
適
見
自
然

洛
は
書
を
出
し
、

而

し
て

適

自
然
の
数

見

す
。

し
こ
う

た
ま
た
ま

あ
ら
わ

之
数
天
生
一
地
成
于
二
倍

天
は
一
を
生
じ
、
地
は
二
于
成
、
三
于
倍
而

に

な
り

に

し
て
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于
三
而
遂
于
四
極
于
五
而

四
于

遂

、
五
于
極
ま
り
而
十
于
変
ず
。

に

す
す
み

に

き
わ

て

に

變
于
十
是
圖
書
之
妙
其
本

是
図
書
之
妙
、
其
本
は

こ
れ

そ
の
も
と

出
于
天
地
焉
然
則
育
於
其

天
地
于
出
ず
。

然

ば

則

其
両
間
に

に

し
か
ら

す
な
わ
ち

兩
間
者
豈
有
逃
之
象
哉
日

育

ま
れ
る
者
、
豈
之
を
逃
る
る
の
象
有
哉
。

は
ぐ
く

あ
に
こ
れ

あ
ら
ん
や

躔
度
＝
軌
道
？

以
之
正
纒
度
月
以
之
定
晦

日
は
之
を
以
て
躔
度
を
正
し
、
月
は
之
を
以
て

こ
れ

も
っ

て
ん
ど

こ
れ

も
っ

晦
朔
＝
み
そ
か
と
つ
い
た
ち

朔
星
以
之
分
宿
辰
大
凡
世

晦
朔
を
定
め
、
星
は
之
を
以
て
宿
辰
を
分
つ
。

か
い
さ
く

こ
れ

も
っ

之
長
短
方
圓
横
斜
曲
直
遠

大
凡
世
之
長
短
方
円
・
横
斜
曲
直
・

お
お
よ
そ

の

闔
闢
＝
開
閉

近
細
大
椎
而
物
之
奇
偶
闔

遠
近
細
大
・
物
之
奇
偶
・
闔
闢
・

推
？

の

こ
う
へ
き

闢
進
退
消
長
非
数
則
皆
不

進
退
・
消
長
を
推
す
。
数
に

非

ば

則

皆

お

あ
ら
ず
ん

す
な
わ
ち

能
占
其
實
也
大
哉
数
之
徳

其
実
を
占
む
る
こ
と
能
わ
ざ
る
也
。
大
な
る
哉
数
之
徳
也
、

あ
た

か
な

の

や

也
至
哉
数
之
妙
也
非
見
者

至
れ
る
哉
数
之
妙
也
、
見
る
に
非
ざ
る
者
は

か
な

や

あ
ら

則
未
易
與
言
矣
而
使
其
最

則

未
だ
与
に
言
う
に
易
か
ら
ず
。

而

し
て
其
最
も

す
な
わ
ち
い
ま

と
も

や
す

し
こ
う

軒
轅
＝
黄
帝

易
得
者
莫
若
算
法
也
軒
轅

易
く
得
し
使
む
る
者
は
、
算
法
に
若
く
は
な
し
。

や
す

隷
首
＝
黄
帝
の
臣

之
世
隷
首
始
作
此
法
至
于

軒
轅
之
世
隷
首
始
め
て
此
法
を
作
り
、

け
ん
え
ん

れ
い
し
ゅ

炎
漢
＝
漢
王
朝
別
名

炎
漢
有
劉
徽
之
九
章
隷
首

炎
漢
于
至
り
炎
漢
之
九
章
有
。
隷
首

え
ん
か
ん

に

え
ん
か
ん

の

あ
り

之
作
不
世
傳
焉
劉
徽
之
法

之
作
世
伝
わ
ら
ず
。
劉
徽
之
法

の

後
世
稱
焉
即
方
田
粟
布
之

後
世
こ
れ
を
称
す
。

即

ち
方
田
粟
布
之

す
な
わ

ぞ
く
ふ

屬
是
也
人
能
学
而
通
之
大

属
是
也
。
人
能
学
而
之
に
通
ぜ
ば
、

則

大

よ
く
ま
な
ん
で

す
な
わ
ち

則
天
地
之
数
小
則
人
事
之

な
ら
ば
天
地
之
数
、
小
な
ら
ば

則

人
事
之
用
、

す
な
わ
ち

用
可
坐
定
矣
何
惟
一
項
之

座
し
て
定
む
可
、

何

惟
一
頂
之

べ
し

い
ず
く
ん
ぞ
た
だ
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芸
云
乎

芸
と
云
う
べ
け
ん
や
。

目
録

首
巻太

極

両
儀

四
象

河
圖

洛
書

基
数

大
数

小
数

三
成

諸
率

算
法
草
術

九
章

加
減
乗
除
法

開
除
法

籌
策

統
術

点
竄

一
算
盈

之
分
法

統
術
解

同
秘
傳

同
目
録
解

単
伏
点
竄

再
乗
和
門

諸
法
根
源

平

解
術

圓
法
玉
率
及
弧
矢
弦
玉
欠
論

算
法
□
如

惣
括

見
題

（
←
見
題
と
あ
る
）

據
頻
歳
数
学
款
扣
前
條

之
目
録
傳
與
之
崋
因
未

至
免
許
之
域
不
可
妄
他

漏
伹
如
有
此
道
懇
執
之

（
解
読
で
き
ず
）

徒
以
誓

雖
畧
以
所
聞

導
之
可
也
不
可
遽
挾
自

負
□
小
成
之
心

関
新
助
藤
原
孝
和

荒
木
彦
四
郎
藤
原
村
英

松
永
安
右
衛
門
源
良
弼

山
路
弥
左
衛
門
平
主
住

藤
田
権
平
源
貞
資

                    

図4-1．市川行英の見題免状(一部) 

    （大正８年の写）（日本学士院）

垜


絇 



 

 - 17 -

藤
田
権
平
源
嘉
言

小
野
良
佐
源
栄
重

齊
藤
四
方
藤
原
宜
長

宜
長
印

文
政
九
年
丙
戌
十
一
月

市
川
玉
五
郎
殿

目
録
の
内
容
は
和
算
の
術
を
指
し
て
い
る
が
、
中
に
は
意
味
不
明
の
用
語
も
あ
る
。
次
の
隠
題
の
免
状
の
目
録
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。
文
政
十
年
丁
亥
十
一
月
の
日
付
が
あ
る
。

太
極

全
積
門

差
分
門

因
積
門

鉤
股
門

鈎又
曰
之
分

互
換
術

形
容
門

截
積
門

収
約
門

離
式
門

諸
角
門

分
合

形
寫
對
換
盈

鉤
股
變
化
之
法

鈎

ま
た
文
政
十
一
年
戊
子
二
月
の
伏
題
の
免
状
の
目
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

無
極

単
伏
演
段

衆
伏
演
段

単
伏
起
術

離
乗

両
式
演
段

方
程
演
段

交
離

商
一
演
段

因
符

消
長

起
率
演
段

又
曰
加
減
反
復

両
義
式

潜
伏
式

造
化
式

諸
角
径
術

解
伏
題
蘊
奥

交
式
斜
乗
之
解

こ
れ
ら
の
目
録
に
よ
り
可
成
り
広
範
囲
に
勉
強
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

                    

図4-2．伏題免状の目録(一部）
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次
に
起
請
文
（
誓
約
書
）
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
起
請
文
と
は
神
仏
に
呼
び
か
け
て
も
し
自
己
の
言
に
偽
り
が
あ
れ
ば
神
仏
の

罰
を
受
く
べ
き
こ
と
を
書
い
て
誓
約
し
た
も
の
で
、
誓
い
の
内
容
を
記
し
た
前
書
の
部
分
と
違
背
し
た
場
合
に
神
仏
の
罰
を
蒙
る

ま
え
が
き

こ
と
を
記
し
て
神
名
を
列
記
し
た
神
文
の
部
分
と
か
ら
な
る

「
神
文
前
書
」
と
題
す
る
こ
と
も
多
い
。
江
戸
時
代
に
は
か
な
り
形

。

式
化
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
武
術
の
天
然
理
心
流
は
入
門
に
際
し
て
守
秘
及
び
門
人
の
心
得
を
宣
誓
す
る
血
判
を
押
し
た
神
文
を

書
い
て
い
た
し
、
有
名
な
測
量
家
・
伊
能
忠
敬
は
測
量
の
際
に
随
行
の
内
弟
子
等
に
血
の
起
請
文
を
書
か
せ
て
い
た
。

（
１
１
）

市
川
行
英
文
書
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
石
井
和
儀
の
起
請
文
と
十
人
の
神
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
文
政
六
年
か
ら
天
保
七
年
ま

で
の
も
の
で
あ
る
。
和
儀
の
起
請
文
は
文
政
六
年
十
二
月
と
あ
る
か
ら
十
九
歳
の
と
き
、
行
英
も
十
九
歳
頃
の
も
の
で
和
儀
は
最

初
の
門
弟
か
も
知
れ
な
い
。
市
川
行
英
は
既
に
暦
学
・
和
算
で
そ
れ
な
り
の
知
識
を
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
行
英
の
代
表

作
で
あ
る
「
合
類
算
法
」
を
著
し
た
天
保
七
年
の
行
英
三
十
一
歳
頃
ま
で
こ
の
よ
う
な
形
で
師
弟
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

文
政
六
年
十
二
月

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
彌
四
郎
和
儀

文
政
八
年
正
月

上
州
緑
野
郡
川
除

喜
多
野(

北
野)

多
吉

文
政
八
年
十
月

東
上
州
佐
位
郡
下
渕
名
村
住

田
幡
元
吉
英
棟

文
政
九
年
一
月

武
州
腰
越

澤
田
傳
次
郎

文
政
九
年
正
月

上
野
緑
野
郡
牛
田
村

倉
林
庄
蔵
爲
貞

文
政
九
年
二
月

比
企
郡
笠
原
村

福
田
重
蔵
竹
算

文
政
九
年
二
月

上
野
緑
野
郡
藤
岡
町
動
堂

山
田
要
太
郎

文
政
九
年
八
月

比
企
郡
腰
越
村

嶋
野
善
蔵

文
政
九
年
八
月

武
州
比
企
郡
腰
越
村

馬
場
與
右
衛
門
（
慈
光
寺
の
算
額
掲
題
者
）
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図4-3．田中信直の神文 

  （大正８年の写）（日本学士院）

文
政
十
一
年
八
月

中
武
陽
下
古
寺
村

田
中
與
八
郎
源
信
直
（
慈
光
寺
の
算
額
掲
題
者
）

天
保
七
年
三
月

上
州
甘
楽
郡
□
□
村

渋
川
要
吉
郎

因
み
に
先
の
慈
光
寺
の
算
額
の
掲
題
者
・
田
中
信
直
の
神
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
他
の
九
名
の
神
文
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
文
章
は
形
式
化
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

神
文
前
書
之
事

一
當
流
新
撰
之
術
一
源
之
明
算
他
言
仕
間
鋪
候

尤
御
免
許
以
前
指
南
仕
間
鋪
事

一
御
傳
授
之
算
書
之
内
他
言
申
間
鋪
事

別

仕
物
替
等
仕
間
鋪
候

而

一
御
指
南
之
算
書
開
板
仕
間
鋪
事
学

他
流
仕
候
ハ
ヽ
御
傳
授
之
書
写
置
候
ハ
ヽ
不

残
取
集
返
進
之
上
返
神
文
可
致
事

右
之
條
々
於
違
犯
者
可
蒙
大
日
本

国
中
大
小
之
神
祇
泰
山
府
君
御

罰
者
也文

政
十
一
歳
子

八
月
日

ノ

新
田

若
松
萬
次
郎
内

中
武
陽

下
古
寺
村
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（
注
）
開
板
＝
木
版
時
代
の
出
版
。
泰
山
府
君
＝
中
国
で

田
中
與
八
郎
源
信
直

花
押

泰
山
の
山
神

市
川
玉
五
郎
殿

石
井
和
儀
の
起
請
文
は
他
の
神
文
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
写
し
間
違
い
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
に
は
難
し
く
て
読
め
な

い
個
所
が
多
い
が
、
そ
の
一
部
を
参
考
程
度
に
次
に
掲
げ
て
み
る
。

算
術
以
氣
證
文

新
門
奉
願
上
候

ヲ

起

請

文

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

彌
四
郎
自
謙
算
道
致
厚

鑿

候
所

う
が
ち

（
略
）
誠
行
壹
術
一
流
之
算
道

他
流
之
師

ヲ

傳

請
、
又
者
門
人
外
他
流
他
言
致
間
鋪
、

ヲ
諸
算
術
秘
満
之
條
ハ
、
假
令
親
子
兄
弟
成
其

秘

密

か

た

と

い

共
か

算
道
之
新
門
不
入
者
、
何

様
に
て
候
共
、

ケ

弘
傳
多
案
可
致
慮
ハ
、
如
當
之
子
孫
曾
孫
玄

孫
末
代

至

、
門
人
途
相
違
無
之
、
相
傳

ニ

可
申
脩
事
右
之
書
面
如
斯
之
御
座
候
、
若

哉
シ

去
言
疑

お
よ
び
、
違
来
甚
節
我
意
身
體
之
志

ニ

処
□
之
有
條
知
□
□
日
本
大
小
之
神
祇
諸
神

ス天
之
賞
罰
可
蒙
（
略
）

文
政
六
癸
未
年
十
二
月
日

                    

図4-4．石井和儀の起請文の一部 

   （大正８年の写）（日本学士院） 

迠 
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一

橋
御
領
知

ツ

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
彌
四
郎
和
儀

□
□

上
野
甘
楽
郡

南
牧
観
能
邑

（
現
・
群
馬
県
甘
楽
郡
南
牧
村
勧
能
）

市
川
愛
民
様

（
行
英
は
愛
民
と
も
号
し
た
）

「

」

。

こ
の
起
請
文
は

算
術
起
請
文
を
以
て
新
門
願
上
奉
候

と
あ
る
か
ら
明
ら
か
に
入
門
の
と
き
差
し
出
し
た
も
の
に
違
い
な
い

意
味
の
わ
か
ら
な
い
個
所
も
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
起
請
文
あ
る
い
は
も
っ
と
簡
潔
な
神
文
を
提
出
す
る
の
は
半
ば
形
骸
化
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
田
中
信
直
の
神
文
に
は
「
免
許
以
前
指
南
仕
間
鋪
事
」
と
あ
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
市
川
行
英
が

（
注
１
）

、

。

、

見
題
の
免
許
状
を
受
け
た
の
は
文
政
九
年
で
あ
り

石
井
和
儀
が
起
請
文
を
行
英
に
提
出
し
た
の
は
文
政
六
年
で
あ
る

つ
ま
り

最
初
の
見
題
の
免
許
状
を
受
け
る
前
に
行
英
は
門
人
を
採
っ
て
い
た
わ
け
で
神
文
の
趣
旨
に
行
英
自
身
が
背
い
て
い
た
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
こ
と
も
形
骸
化
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
１
）
例
え
ば
「
和
算
家
の
旅
日
記

（
佐
藤
健
一
著
）
に
神
文
の
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
秘
密
性
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
て
い

」

る
よ
う
で
あ
る
。
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五
章

石
井
家
文
書

（

。

、

）

。

石
井
家
に
伝
わ
る
石
井
和
儀
の
和
算
史
料
に
は
次
の
八
種
類

Ａ
～
Ｈ
と
す
る

時
代
順
に
非
ず

順
不
同

の
も
の
が
あ
る

（
１
２
）

こ
れ
ら
は
、
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
・
暦
算
家
の
一
次
史
料
が
ほ
と
ん
ど
紛
失
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ

の
他
に
「
精
要
算
法
」
な
ど
の
刊
本
や
手
紙
の
断
片
、
和
算
と
は
無
関
係
の
済
口
証
文
、
読
み
物
の
手
習
い
史
料
な
ど
が
あ
る
。

（
綴
物

二
十
四
頁
）

（
１
）
石
井
家
文
書
Ａ

と
じ

こ
れ
は

算
学
啓
蒙

の
中
巻
の
う
ち

田
畝
形
段
門
十
六
問
と
倉

積
粟
門

「

」

、

（
１
３
）

そ
う
と
う
せ
き
わ
く
も
ん

九
問
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

算
学
啓
蒙
三
卷
は
元
の
朱
世
傑
が
一
二
九
九
年
に
著
し
た
も
の
で
、
我
が
国

の
数
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
算
木
に
よ
る
計
算
法
や
数

字
係
数
の
方
程
式
を
解
く
天
元
術
が
初
め
て
我
が
国
に
入
っ
た
と
い
う
有
名
な

書
物
で
あ
る
。
紀
伊
の
久
田
元
哲
が
万
治
元
年(
一
六
五
八)

に
訓
点
を
つ
け
て

復
刻
し
た
。

書
き
写
し
た
部
分
は
簡
単
な
図
形
の
面
積
な
ど
を
求
め
る
初
歩
的
な
問
題
で

あ
る
。
設
問
は
省
略
さ
れ
て
い
て
、
い
き
な
り
「
答
曰
」
に
始
ま
り
、
続
い
て

解
法
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
字
体
は
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
書
き
方
で
あ
り
、

表
題
や
日
付
・
氏
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
石
井
和
儀
が
和
算
の
勉

強
を
始
め
た
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

                    

  図 5-1．石井家文書Ａ（部分） 

囤
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図5-3．石井家文書Ｃ（部分）

綴
物

二
十
頁
）

（
２
）
石
井
家
文
書
Ｂ

（

こ
の
書
物
は
後
述
す
る
石
井
家
文
書
Ｄ
の
「
改
正
算
法
」
の
内
、
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音
の
問
題
を
解
い
た
下
書
き
の
よ
う
で

あ
る
。
改
正
算
法
に
あ
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
傍
書
法
に
よ
る
数
式
が
沢
山
書
か
れ
て
い
る
。
表
題
は
な
い
が
奥
書
に
「
文
政

十
一
戌
子
三
月
解
術
」
と
あ
り
、
石
井
和
儀
二
十
三
歳
の
と
き
の
書
物
で
あ
る
。
こ
の
下
書
き
を
も
と
に
改
正
算
法
を
書
い
た
と

思
わ
れ
る
。
詳
細
は
石
井
家
文
書
Ｄ
に
よ
る
。

（
バ
ラ
六
枚
）

（
３
）
石
井
家
文
書
Ｃ

点
竄
術
（
傍
書
法
）
を
用
い
て
い
る
。
七
問
、
二
問
、
五
問
な
ど
の
後
に
傍
書
法
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
何
か
で
示
さ

れ
た
問
題
を
解
く
に
当
た
っ
て
の
下
書
き
の
よ
う
で
あ
る
。

図5-2．石井家文書Ｂ（部分） 

   岩殿観音の算額の問題を解 
   いている。 
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  図5-4．石井家文書Ｄ  

   改正算法の表紙と裏表紙及び題字

（
綴
物

四
十
頁
）

石
井
和
儀
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
４
）
石
井
家
文
書
Ｄ

こ
の
書
物
の
表
紙
、
内
表
紙
、
目
録
、
裏
表
紙
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

表
紙

奉
納
改
正
算
法

全

内
表
紙

関
流
八
傳
市
川
玉
五
郎
行
英
門
人

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
弥
四
郎
和
儀

目
録

坂
東
十
番
観
世
音
堂
者
一
條

並
改
正
別
術

同
十
一
番

目
録
終

裏
表
紙

文
政
十
一
歳

子
春
解
術

坂
東
十
番
観
世
音
堂
と
は
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音
（
正
法
寺
）
の
こ
と
で

あ
り
、
同
十
一
番
と
は
比
企
郡
吉
見
町
の
吉
見
観
音
（
安
楽
寺
）
の
こ
と
で

あ
る
。
石
井
和
儀
は
こ
の
両
観
音
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
算
額
の
問
題
を
書
き
写
し
、
算
額
に
載
っ
て
い
る
解
き
方
と
も
う
一
つ
の

別
解
あ
る
い
は
改
正
（
変
形
）
し
た
問
題
を
作
り
、
点
竄
術
（
傍
書
法
）
を
用
い
て
解
い
て
い
る

「
改
正
算
法
」
と
名
付
け
た

。

て
ん
ざ
ん

の
は
別
解
も
し
く
は
改
正
し
た
問
題
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
春
と
あ
り
、
和
儀
二
十
三

歳
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
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図5-5．「額題輯録」にある岩殿観音 

   の算額（14） 

岩
殿
観
音
の
算
額
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
小
高
多
聞
治
重

郷
（
？
～
一
八
三
七
、
享
年

位
、
紫
竹
（
川
島
町
）
の
人
）
が
掲

80

額
し
た
も
の
だ
が
、
岩
殿
観
音
は
明
治
十
一
年
に
火
災
に
遭
っ
て
い

て
こ
の
と
き
焼
失
し
た
可
能
性
も
あ
り
現
存
し
な
い
。
そ
の
た
め
内

容
は
「
額
題
輯
録

（
写
本
）
と
い
う
書
物
か
ら
し
か
確
認
で
き
な
い

」

（
１
４
）

（

埼
玉
の
算
額
」
も
「
額
題
輯
録
」
か
ら
引
用
し
て
い
る

。
そ
の

「

）

（
１
５
）

内
容
は
図
５

５
に
示
す
よ
う
な
も
の
だ
が

「
額
高･

･
･

「
門
人
十

-

、

」

人
ホ
ト
ノ
姓
名･

･
･

」
と
あ
り
、
額
が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
全
文
が

読
み
と
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
問
題
も
術
文
も
一
部
し
か
記
述
さ
れ

て
い
ず
、
い
わ
ば
「
幻
の
算
額
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
算
額
を
石
井
和
儀
は
書
き
写
し
て
い
た
ば
か
り
か
、
別
解
も

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
幻
の
算
額
」
の
内
容
が
判
明
し
た
こ

と
に
な
る
。
た
だ
、
年
号
や
掲
額
者
の
名
前
、
そ
れ
に
門
人
の
名
前
が
書
き
写
さ
れ
て
い
な
い
の
は
少
々
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

問
題
は
図
５

６
の
よ
う
な
図
で
、
等
円
の
径
が
与
え
ら
れ
た
と
き
に
、
外
円
と
大
円
、
そ
れ
に
小
円
の
径
を
求
め
る
も
の
で
、

-

次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

所
懸
干
坂
東
十
番
観
世
音
堂
者
一
事

今
有
如
圖
半
円
内
容
三
角
面
及
隅
角
面

図
形
と
図
形
の
小
さ
な
部
分(

す
き
ま)

内
外
交
罅
六
円
只
云
者
等
圓
徑

乃

若
干

（
注
）
罅
＝

カ

カ

三
角
面

與
外
圓
徑
相
等
問
外
円
徑
大

二
段
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   岩殿観音（正法寺） 

円
徑
小
円
徑
得
各
其
術
如
何

答
曰
如
左

術
曰
置
三
箇
開
平
方

乗
等
円

得
外
円
徑
又
曰
天

名
天

六
段

之
内
減
三
箇

乗
外
円
徑
得
大
円
徑
次
曰
以
甲
除
天

二
段

名
甲

内
減
四
箇
餘

乗
等
圓
徑

加
大
圓
徑

乗
大
圓

三
段

十
八
段

名
乙

名
丙

ヲ

徑
開
平
方
倍
之
以
減
丙
位
大
円
徑
和
内
餘
以
乙
冪
除
之

得
小
圓
徑
合
問

別
術

術
曰
置
一
十
二
箇
開
平
方

乗
等
円
徑

得
外
円
徑
置

名
率

三
段

率
三
除
之
加
一
箇
以
除
外
円
徑
得
大
円
徑
置
率
加
三
箇
五

分
乗
大
円
徑
冪

開
平
方
減
大
円
徑
因
率
餘
除
率

一
十
八

四
十
八
段

二
段

箇
和
自
之
除
大
円
徑
得
小
円
徑
合
問

外
徑
一
十
〇
寸
三
九

（
注
）
有
奇
＝
余
り
の
あ
る
こ
と

○
假
等
徑
一
寸

大
徑

四
寸
八
二

有
竒

小
徑

一
寸
七
〇

読
み
下
し
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

今
図
の
よ
う
に
、
半
円
内
に
三
角
面
及
び
隅
角
面
の
内
外
に
六
円
が
接
す
る
場
合
、
等
円
の
径
が
与
え
ら
れ
、
三
角
面
の
二
倍

と
外
円
の
径
が
等
し
い
と
き
、
外
円
の
径
、
大
円
の
径
、
小
円
の
径
を
得
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

図5-6
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計
算
方
法
は
、
３
を
置
き
平
方
に
開
き
天
と
名
付
け
、
等
円
を
乗
じ
６
倍
し
て
外
円
径
を
得
る
。
又
曰
く
天
を
２
倍
し
３
を
減

じ
甲
と
名
付
け
、
外
円
径
を
乗
じ
て
大
円
径
を
得
る
。
次
に
曰
く
甲
を
以
て
天
の
３
倍
を
除
し
、
４
を
減
じ
こ
れ
を
乙
と
名
付

け
る
。
こ
れ
に
等
円
径
の

倍
を
乗
じ
、
大
円
径
を
加
え
こ
れ
を
丙
と
名
付
け
る
。
こ
れ
に
大
円
径
を
乗
じ
平
方
に
開
き
２
倍

18

し
、
丙
に
大
円
径
を
加
え
た
も
の
か
ら
減
じ
た
も
の
を
乙
の
巾
（
自
乗
）
で
除
し
て
小
円
径
を
得
て
問
い
に
合
う
。

別
の
方
法

計
算
方
法
は
、

を
置
き
平
方
に
開
き
率
と
名
付
け
、
等
円
を
乗
じ
３
倍
し
て
外
円
径
を
得
る
。
率
を
置
き
こ
れ
を
３
で
除
し

12

１
を
加
え
、
こ
れ
を
以
て
外
円
径
を
除
し

て
大
円
径
を
得
る
。
率
を
置
き3

.
5

を
加
え

た
も
の
に
大
円
径
の
巾
（
自
乗
）
を
乗
じ

倍
す
る
。
こ
れ
を
平
方
に
開
き
、
大
円

48径
に
率
を
掛
け
た
も
の
を
減
じ
そ
の
余
り

に
、
率
を
２
倍
し

を
和
し
た
も
の
で
除

18

し
、
こ
れ
を
自
乗
し
大
円
径
で
除
し
て
小

円
径
を
得
て
問
い
に
合
う
。

こ
れ
ら
の
解
法
を
ま
と
め
る
と
図
５-

７
の

よ
う
に
な
る
。
図
中
の
①
式
と
②
式
は
計
算

す
る
と
一
致
す
る
。

な
お
、
石
井
和
儀
が
解
い
た
別
術
の
解
法

を
付
録
１
に
示
す
が
、
小
円
径
を
求
め
る
の
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 図 5-7．岩殿観音の算額の解法式 
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図5-9．改正算法の岩殿観音の問題（術文）

に
少
々
煩
雑
に
計
算
（
和

算
に
お
け
る
二
次
方
程

式
）
し
て
い
る
。

吉
見
観
音
の
算
額
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月
に
関
流
の
矢
島
久
五
郎
豊
高
が
掲
額
し
た
も
の
で
、
門
人
二
十
一
名
、

世
話
人
二
名
の
名
も
書
か
れ
て
い
て
（
図
５-

の
よ
う
に
現
存

、
そ
れ
な
り
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
矢
島
久
五

）

10

郎
豊
高
の
伝
系
は
不
明
で
あ
る
。
銀
谷
邑
と
は
比
企
郡
吉
見
町
で
あ
る
。

問
題
は
二
問
あ
る
が
、
石
井
和
儀
が
書
き
写
し
た
も
の
は
現
存
の
算
額
の
順
番
と
は
何
故
か
逆
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な

図5-8．改正算法の岩殿観音の問題 
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も
の
で
あ
る
。

所
懸
干
坂
東
十
一
番
観
世
音
堂
者
二
事

今
有
如
圖
鉤
股
弦
内
隔
中
鉤
大
平
円
徑
小

平
円
徑
容
二
箇
只
云
者
從
大
平
円
徑
小
平
円

徑
者
四
寸
短
亦
云
者
從
股
弦
者
一
尺
長
鉤

股
弦
大
円
徑
小
円
徑
各
問
幾
何

鉤
三
尺
股
四
尺
弦
五
尺

答

大
円
徑
一
尺
六
寸

小
円
徑
一
尺
二
寸

（
術
文
省
略
）
施
主
銀
谷
邑矢

嶋
久
五
郎
豊
高

、

（

）

（

）

こ
の
問
題
は

直
角
三
角
形
の
直
角
の
頂
点
か
ら
斜
辺

弦

へ
垂
線

中
鉤

を
引
き
大
円
と
小
円
が
あ
る
と
き
、
条
件
に
従
っ
て
二
つ
の
円
の
直
径
を
問
う
も

の
だ
が
、
石
井
和
儀
は
「
右
改
正
二
條
内
一
條

」
と
し
て
、
大
小
円
径
の
差
と
股
弦
の
差
が
与
え
ら
れ
た
と
き
に

一
條
者
別
書
出

股
長
を
求
め
る
問
題
（
只
云
大
小
円
徑
差

又
云
股
弦
差

問
得
股
術
如
何
）
に
変
形
し
、
そ
の
解
を
与
え
て
い
る
。

若
干

若
干

も
う
一
つ
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

図5-11

図 5-10．吉見観音の算額（2010年 5月写す） 
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     吉見観音（安楽寺） 

所
懸
干
坂
東
十
一
番
観
世
音
堂
者
二
事

四
箇

今
有
如
圖
菱
面
内
容
同
寸
圓
徑

只
云
菱
長
幕
與
横
幕
共
和
寸

平
積
四
百
歩
別
云
外
積
四
十
五

歩
四
厘
四
毛
菱
長
横
圓
徑
菱

面
各
問
幾
何菱

長
壹
尺
六
寸

答

圓
徑
四
寸
菱
面
一
尺

菱
横
壹
尺
二
寸

（
術
文
省
略
）
下
銀
谷
邑

施
主

矢
嶋
久
五
郎
豊
高

題
意
は
、
図
の
よ
う
に
菱
面
内
に
同
じ
大
き
さ
の
円
が
四
個
（
互
い
に
接
す
る
よ
う
に
）
が
あ
る
と
き
、
菱
長
の
二
乗
と
菱
横

の
二
乗
の
和
が
四
百
歩
、
ま
た
外
積
が
四
十
五
歩
四
厘
四
毫
の
と
き
、
菱
長
、
菱
横
、
円
径
、
菱
面
の
大
き
さ
を
問
う
も
の
で
あ

る
。
外
積
四
十
五
歩
四
厘
四
毫
と
は
、
菱
形
の
面
積
か
ら
四
つ
の
円
積
を
除
い
た
面
積
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
実
際
に
解
い
て

み
る
と
円
周
率
は

に
し
な
い
と
答
と
合
わ
な
い
。

は
最
初
の
数
学
書
で
あ
る
毛
利
重
能
の
割
算
書
で
用
い
て
い
る
が
、

3
.
1
6

3
.
1
6

こ
の
時
期
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
も

「
右
改
正
」
と
し
て
設
問
を
若
干
変
形
し
、
そ
の
解
を
与
え
て
い
る
。

、

図5-12
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 図 5-14．改正算法の吉見観音の問題(2)

 図 5-13．改正算法の吉見観音の問題(1) 



 

 - 32 -

 

（
綴
物

二
十
六
頁
）

（
５
）
石
井
家
文
書
Ｅ

こ
の
書
物
も
表
題
が
な
い
が
、
盈
不
足
術
（
過
不
足
術

、
方
程
正
負
術
（
三
元
の
一
次
連
立
方
程
式

、
寄
偶
算
、
整
数
（
直

）

）

角
三
角
形
の
各
辺
が
整
数

の
四
部
門
に
つ
い
て
計
十
五
問
を
挙
げ
て
い
る

盈
不
足
術
は
九
問

方
程
正
負
術
は
五
問
あ
り

五

）

。

、

（

問
目
は
解
答
し
て
い
な
い

、
い
ず
れ
も
「
算
学
啓
蒙
」
に
載
っ
て
い
る
問
題
と
同
じ
で
あ
る
。
寄
偶
算
と
整
数
の
問
題
の
出
典
は

）

不
明
で
あ
る
。
こ
の
書
物
も
石
井
和
儀
の
勉
強
の
証
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
西
上

関
流
市
川
行
英
門
人

武
州
原
市
場
邑
人

石
井
弥
四
郎
和
儀

印
印
」
と
あ
る
が
、
年
月
の
記
述
は
な
い
。
印
が
あ
る
の
は
こ
の
史
料
の
み
で
あ
る
。

盈
不
足
術
の
問
題
例
（
下
の
読
み
下
し
参
照
）

今
有
人
分

銀
不

知

其
数

只
云
人
分

四
両

剰

レ

レ

二

一

二

一

一
十
貳
両
人
分

七
両

少
六
十
両
問

分
人
数

二

一

二

一

幾
何

答
曰

貳
拾
四
人

術
曰
置
盈
不
足
和
以
三
除
之
得
人
数

合
問

方
程
正
負
術
の
問
題
例
（
下
式
参
照
）

今
有

羅
四
尺
綾
五
尺
絹
六
尺

直
錢
壱
貫
貳

二

一

百
一
十
九
文
羅
五
尺
綾
六
尺
絹
四
尺
直
錢
一

貫
貳
百
六
十
八
文
羅
六
尺
綾
四
尺
絹
五
尺

今
人
有
り
、
銀
を
分
け
る
が
其
の
数
知
れ
ず
、、

只
云
う
人
に
四
両
づ
つ
分
け
る
と
十
二
両
剰
り

七
両
づ
つ
分
け
る
と
六
十
両
不
足
す
る
。
人
の

数
は
何
人
か
。

答
は
二
十
四
人

計
算
は
、
過
不
足
の
和
を
三
を
以
て
除
し
人
数

を
得
る

〔

＋

）
÷
３
＝

〕

。
（
12

60

24

98441045

1263546

1268465

1219654







xx

x

zyx

zyx

zyx

について解くとを

　である　　

次の３元１次方程式
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 図 5-15．方程正負術の問題

直
錢
壱
貫
貳
百
六
十
三
文
問

羅
綾
絹
尺
價

二

一

各
幾
何

答
曰
羅
尺
直
九
十
八
文

術
曰
置

四
貫
四
百
一
十
文

以

四
十
五

除

之
得

羅
尺

二

一

二

一

レ

二

價

合

問

一

レ

図5-16．算学啓蒙の方程正負術の問題（東北大） 
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図5-18

石
井
弥
四
郎
和
儀
の
署
名
と
朱
印

上
の
印
は
「
和
儀

、
和
は
咊
と
な
っ
て
い
る
が
こ
の
よ
う
な
こ

」

と
は
よ
く
あ
る
ら
し
い
。
下
の
印
は
号
と
思
わ
れ
る
が
読
み
方
は

不
明

「
士
定
印
金
」
か
？

、

（
綴
物

二
十
二
頁
）

（
６
）
石
井
家
文
書
Ｆ

こ
の
書
物
に
は
題
や
奥
書
な
ど
は
な
く
、
い
つ
頃
の
も
の
か
直
接
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
し
て
二
十
～
二
十
三
歳

頃
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

図5-17．整数の問題と奥書
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五
問
の
幾
何
図
形
を
解
い
て
い
て
、
一
問
目
は
上
毛
新
町
（
高
崎
市
新
町
）
の
於

、

、

「

」

菊
稲
荷
神
社
の
算
額

二
問
目
は
上
毛
榛
名
神
社
の
算
額

三
問
目
は

精
要
算
法

（
藤
田
貞
資
）
中
巻
の

問
目
で
あ
る
。
四
、
五
問
目
の
出
処
は
不
明
。
こ
れ
も
石

34

井
和
儀
の
勉
強
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

於
菊
稲
荷
神
社
は
中
山
道
の
新
町
宿
に
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
栄
え
た
よ
う
で
絵

馬
の
文
化
財
が
多
数
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
算
額
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現

在
は
複
製
の
算
額
が
二
面
あ
る
の
み
で
あ
る
。

「
賽
祠
神
算
」
と
い
う
書
物
に
は
於
菊
稲
荷
神
社
の
算
額
の
問
題
が
三
問
載
っ
て

（
１
６
）

お
り
、
そ
の
内
の
一
問
が
石
井
和
儀
が
書
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
（
但
し
図
形
が

上
下
逆
と
な
っ
て
い
る

。
賽
祠
神
算
の
序
に
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
と
あ
る

）

か
ら
年
代
的
に
は
こ
の
書
物
を
見
て
写
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
実
際
に
見
学
し
て

書
き
写
し
た
の
だ
ろ
う
。
書
き
写
し
た
も
の
は
問
題
と
答
術
の
み
で
出

（
注
１
）

題
者
や
年
月
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
賽
祠
神
算
に
は
「
文
政
三
年」

歳
次
庚
辰
五
月

関
流

増
尾
三
太
夫
良
恭
門
人

丸
山
左
十
郎
佐
平

と
あ
る
。
増
尾
三
太
夫
良
恭
は
小
野
栄
重
の
門
人
で
あ
る
。
問
題
の
内

容
は
、
台
形
の
三
辺
の
長
さ
が
同
じ
と
き
に
最
大
の
面
積
に
な
る
も
う

一
辺
の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
現
代

で
は
微
分
で
解
け
る
が
、
石
井
和
儀
は
こ
の
解
を
得
る
の
に
五
頁
に
渡

っ
て
傍
書
法
で
計
算
し
て
い
る
。

 図 5-19．於菊稲荷神社 図 5-20．賽祠神算から
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 図 5-23．於菊稲荷神社の算額（複製） 

  左の逆台形のものが石井和儀が書き写 
  したものと同じ問題。（2012年 1月写）

所
掲
干
上
毛
新
町
於
菊
稲
荷
社
者
一
事

（
注
）
至
多
＝
極
大
・
最
大
の
こ
と

今
有
如
圖
梯
甲

欲
使
積
至

若
干

多
問
得
乙
術
如
何

答
曰
如
左
文

術
曰
置
甲
二
之
得
乙
問
合

図5-21

図 5-22．石井和儀が書き写した於菊稲荷 

    神社の算額の問題と解き方の一部 
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榛
名
神
社
の
算
額
は
現
存
し
、
群
馬
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
算
額
が
当
時
の
何
か
の
書
物
に
記
載
さ
れ
て

い
る
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
石
井
和
儀
が
実
際
に
見
学
し
て
書
き
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
問
題
は
八
問
あ
り
、
五
番
目
の
も
の
を

（
注
１
）

書
き
写
し
て
い
る
。
出
題
者
は
石
田
一
徳
（
玄
圭
）
の
門
人
で
五
十
嵐
友
四
方
明
と
あ
り
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
で
あ
る
。

石
田
一
徳
は
藤
田
貞
資
の
門
人
で
、
八
問
は
全
て
石
田
一
徳
の
門
人
が
出
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
写
し
た
内
容
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
、
図
中
の
長
を
与
え
ら
れ
た
と
き
平
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
答
は
小
円
の
径
も
書
い
て
あ
る
。

所
掲
干
上
毛
榛
名
山
者
八
條
之
内

今
有
如
圖
直
内
隔
斜
容
三
圓
只
云

長

問
平
幾
何

七
寸

六
寸
メ

一
寸
五
分

答
曰
平

小
円
徑

術
曰
置
長
六
之
以
七
除
之
得
平
如
四
而
一

得
小
円
徑
問
合

高
井
郷
石
田
一
徳

文
化
八
辛
未
年

上
州
群
馬
郡
本
郷

四
月
朔
日

門
人

五
十
嵐
友
四
方
明

術
文
は

「
長
の
六
倍
を
置
き
七
で
除
し
平
を
得
、
四
で
除
し
て
小
円
径
を
得
て
問
い
に
合
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

、

「
得

平

如

四

而

一
」
は
平
を
得
て
四
で
割
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

へ
い
を
え
て
し
の
ご
と
く
し
か
も
い
ち

（
１
７
）

な
お
、
付
録
２
に
於
菊
稲
荷
神
社
と
榛
名
神
社
の
算
額
の
問
題
に
つ
い
て
、
石
井
和
儀
が
解
い
た
内
容
を
示
す
。

図5-24
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  図 5-26．榛名神社神幸殿に掲げられていた算額 

  （群馬県重要文化財）現在は榛名歴史民俗資料館

  にある。この算額には８問あり、石井和儀が書 

  き写したのは右から５番目のものだが、風化し 

  ていて明瞭ではない。（2012年 1月写）    

於
菊
稲
荷
の
問
題
が
載
っ
て
い
る
の
は
賽
祠
神
算
の
み
だ
が
時
代
的
に

（
注
１
）
時
代
性
を
考
慮
し
て
和
算
書
を
調
べ
て
み
た
が
、

合
い
そ
う
に
な
い
。
ま
た
榛
名
神
社
の
問
題
が
載
っ
て
い
る
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
実
際
に

見
学
し
て
書
き
写
し
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
が
、
榛
名
神
社
の
算
額
は
８
問
が
一
つ
の
算
額
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か

ら
何
故
１
問
し
か
書
き
写
さ
な
か
っ
た
の
か
の
疑
問
は
残
る
。

 図 5-25．石井和儀が書き写した榛名神社

     の算額の問題    
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（
仮
綴

四
十
四
頁
）

（
７
）
石
井
家
文
書
Ｇ

表
題
や
日
付
、
署
名
な
ど
は
な
い
。
比
較
的
簡
単
な
幾
何
図
形
の
問
題
三
十
九
問
を
掲
げ
解
（
術
文
）
を
与
え
て
い
る
が
、
解

き
方
に
至
る
文
（
解
術
）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
解
術
の
あ
る
問
題
も
文
章
で
長
々
と
書
い
て
あ
り
傍
書
術
な
ど
は

使
っ
て
お
ら
ず
、
初
期
に
習
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
直
角
三
角
形
内
に
円
を
置
く
も
の
や
直
角
三
角
形
を
分
割
し

た
問
題
が
一
番
多
く
、
他
に
角
切
や
台
形
、
菱
形
、
三
角
形
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
出
典
は
不
明
。

二
、
三
例
示
す
る
。

十
七
問
目
は
直
角
三
角
形
内
に
図
の
よ
う
に
、
大
円
、
中
円
、
小
円
を
接
す
る
よ
う
に
お
い
た
と
き
の
そ
れ
ぞ
れ

の
径
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
補
助
線
を
入
れ
て
解
い
て
い
る
。

十
八
、
十
九
問
目
は
菱
形
内
に
図
の
よ
う
に
四
つ
の
円
を
接
す
る
よ
う
に
置
い
た

と
き
の
そ
れ
ぞ
れ
の
径
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

図5-30．

十九問目の

問題と術文

図5-28．十七問目の補助線

図5-27．十七問目の問題

図5-29．十八問目の問題

図5-30． 

十九問目の
問題と術文
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三
十
八
問
目
は
、
六
丈
二
尺
五

寸
の
糸
を
図
の
よ
う
に
星
形
に
し

た
場
合
に
、
内
側
の
五
角
径
の
一

辺
の
長
さ
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

（
仮
綴

六
十
六
頁
）

（
８
）
石
井
家
文
書
Ｈ

こ
の
書
物
も
表
題
等
は
な
く
日
付
も
な
い
。
綴
じ
方
も
正
式
で
な
く
仮
に

綴
じ
て
い
る
。
極
数
題
、
招
差
術
、

術
、
そ
れ
に
円
理
の
問
題
を
扱
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
時
代
的
に
は
既
知
の
問
題
で
あ
る
が
、
石
井
和
儀
が
相
当

勉
強
し
た
証
の
史
料
で
も
あ
る
。
特
に
円
理
の
問
題
は
積
分
の
概
念
を
正
し

く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
に
通
じ
る
も
の

で
あ
っ
て
貴
重
で
あ
る
。

                    

図5-31．三十八問目の問題図5-32．極数題

垜 
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極
数
題
は
、
極
大
極
小
（
最
大
最
小
）
の
問
題
を
扱
う
も
の
で
三
問
を
述
べ
て

い
る
。
そ
の
内
一
問
は
於
菊
稲
荷
社
の
問
題
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
。

招
差
術
と
は
多
項
式
の
係
数
を
決
定
す
る
方
法
だ
が
、
こ
の
書
物
で
は
「
渾
沌

招
差
之
術
」
と
あ
る
。
こ
の
招
差
術
に
続
い
て
次
の

術
を
展
開
し
て
い
る
。

だ

術
に
つ
い
て
は
三
角
衰

、
平
方
衰

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

と
は
積
み

重
ね
る
と
い
う
意
味
で
一
番
簡
単
な
も
の
は
俵
す
ぎ
算
の

で
あ
る
。

三
角
衰

と
は
、

の
数
列
で
、
ｎ
番
目
（
底
子

て

い

し

と
い
う
）
ま
で
の
総
和
を
求
め
る
問
題
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
有

三
角
衰

只
云
底
子

問
得
総
数
術
何
幾

二

一

若
干

答
曰
如
左

二

一

二

一

二

一

二

一

術
曰
置
底
子
加

三
ヶ

乗

底
子

加

二
ヶ

乗

底
子

以

六
約
之
得
総
数

合
問

レ

三
角
衰

責

術
は

「
底
子
を
置
き
３
を
加
え
、
そ
れ
に
底
子
を
乗
じ
、
２
を
加
え
、
そ
れ
に
底
子
を
乗
じ
、
６
を
以
て
約
せ
ば
三
角
衰

責

、

の
総
数
を
得
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
式
１
）

。

ま
た
平
方
衰

と
は
、

の
数
列
で
ｎ
番
目
ま
で
の
総
和
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

 

 図 5-33．三角衰 の記述部分垜

垜 

垜 

垜

垜 

垜 

垜

垜 

垜 

垜 

垜 
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今
有

平
方
衰

只
云
底
子

問
得
総
数
術
何
幾

二

一

若
干

答
曰
如
左

術
曰
置
底
子
加
一
ヶ
五
分
乗

底
子

加
五
分

二

一

乗
底
子

以

三
約

之
得
総
数
合
問

ヲ

レ

レ

術
は

「
底
子
を
置
き1

.
5

を
加
え
、
そ
れ
に
底
子
を
乗
じ
、0

.
5

を
加
え
、
そ
れ
に
底
子
を
乗
じ
、
３
を

、

以
て
約
せ
ば
三
角
衰

責
の
総
数
を
得
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
式
２
）

。

円
理
関
係
で
は
円
に
内
接
す
る
矩
形
を
作
り
（
図
５-

、
こ
れ
ら
の
和
と
し
て
円
の
面
積
や
円
弧
の

）
34

長
さ
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
極
限
の
概
念
と
積
分
の
概
念
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

円
周
率
の
求
め
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

求
円
周
解

置

定
円
責

四
之
除
円
径
得
円
周

二

一

二

一

二

一

術
曰
置

三
箇
ノ
円
径

為
原
数
乗

一
巾

四

八

除
為

一
差

乗
三
巾

除
為
二
差

二

一

六

一
十
○

     

     
6

121

3

5.05.1

6

21

6

23











nnnnnn

nnnnnn

　（式２）

　（式１）

三

一
巾

三
巾

五
巾

七
巾

九
巾

十
一
巾

円
径

原

一
差

二
差

三
差

四
差

五
差

四

八

十
二

十
六

廿
０

廿
四

六

十

十
四

十
八

廿
二

廿
六

（ ）式３

  

次頁下の横書の

 式３に該当する

図5-34．円の分割

      

      
6

121

3

5.05.1

6

21

6

23











nnnnnn

nnnnnn

　（式２）

　（式１）

垜 垜 
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図5-35．円周率を求めている個所 

一
十
二

乗

五
巾

除
為

三
差

逐
如

此
求

差

二

一

二

一

レ

一

一
十
四

置

原
数

加

諸
差

得

円
周

合

問

二

一

二

一

二

一

レ

こ
れ
に
よ
り
、
円
周
率
を
、

百
奇
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
来
る
式
は
、
松
永
良
弼
が
「
方
円

3
.
1
4
1
5
9
2
6

有

算
経

（
元
文
四
年
（
一
七
三
九

）
の
中
で
求
め
た
式
と
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
松
永
良
弼
は
こ
の
式
に
よ

」

）

り
和
算
史
上
最
高
の
小
数
点
以
下
四
十
九
桁
ま
で
求
め
て
い
る
が
、
石
井
和
儀
が
正
し
く
求
め
た
の
は
、
こ
の
書

物
で
は
小
数
点
以
下
七
桁
ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
石
井
和
儀
が
学
ん
だ
円
理
関
係
の
も
の
に
つ
い

て
、
そ
の
解
読
を
付
録
３
に
示
す
。
ま
た
写
し
を
付
録
９

に
示
す
。

参
考

飯
能
市
虎
秀
出
身
の
天
文
暦
学
者
・
千
葉
歳
胤

一

（

）

（

七
一
三
～
八
九
）
は

「
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
」

、

（
一
七
五
八
）
の
中
で
別
の
方
法
（
建
部
賢
弘
の
綴

術
算
経
）
に
よ
り
小
数
点
以
下
十
三
桁
（
十
桁
ま
で

正
し
く
十
一
桁
目
も
近
似
値
）
ま
で
求
め
て
い
る
。

（
３
）

�
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図5-36．精要算法図5-37．読み物手習い史料の奥書

（
９
）
石
井
家
文
書

そ
の
他
の
史
料

①
刊
本
「
精
要
算
法

（
部
分
）

藤
田
貞
資
の
有
名
な
書
物
で
あ
る
。
天
明
元
年
（
一
七

」

八
一
）
刊
。
石
井
和
儀
が
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
部
分
的
に
し
か
残
っ

て
い
な
い
。

②
手
紙
断
片
（
和
算
に
関
係
す
る
手
紙
、
九
章
で
後
述
）

③
済
口
証
文

「
文
政
十
一
子
年
六
月

写
人

弥
四
郎
」
と
あ
る
。
石
井
和
儀
二
十
四

才
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

④
読
み
物
の
手
習
い
史
料

女
仇
討
ち
（
奥
州
仙
石
女

討
之
事
）
他

目
録

宮
城
野
信
夫
兵
法
稽
古
之
事

油
井
正
雪
兵
法
指
南
之
事

兄
弟
之
娘
奥
州
江
下
ル
事

白
石
之
城
下
ニ
而
敵
討
之
事

油
井
正
雪
併
送
り
之
者
共
御
襲
員
之
事

兄
弟
之
娘
鎌
倉
仮
居
之
事

・
・
・

奥
書
に
は

「
文
政
元
寅
歳

霜
月
吉
日

写
之

武
州
高
麗
郡
原
市
場
村

石

、

井
弥
四
郎

此
本
何
方
様

参

候
共
御
覧
之
上
早
速
御
返

可
被
下
候
以
上
」

江

り

し

と
あ
る
。
石
井
和
儀
十
四
才
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

歒 
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六
章

子
の
権
現
の
算
額

三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
子
の
権
現
の
算
額
は
現
存
し
な
い
が
、
石
井
和
儀
が
遺
し
た
最
高
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
算
額

の
問
題
は
、
円
理
八
題
の
内
の
穿
題
（
穿
去
問
題
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
穿
題
と
は
あ
る
物
体
を
別
の
物
体
が
穿
ち
去
る
場

（
注
１
）

せ
ん
き
ょ

合
の
問
題
で
あ
り
、「
算
法
雑
俎
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
石
井
和
儀
の
算
額
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

所
掲
于
武
州
子
権
現
社
者
一
事

今
有
如
圖
員
壔
穿
去
梭

壔
径
若
干
梭
長
若
干
平
若

干
問
得
穿
去
積
術
如
何

答
曰
如
左
術

名
率

術
曰
以
径
除
長
自
之

置
径
乗

三

一

長
及
平
半
之
為
原
数
乗
率
一
乗

除
為
一
差
乗
率

四

三

五

三

七

乗

除
為
二
差
乗
率

乗

除
為
三
差
如
此
求
逐
差

六

五

八

以
疉
減
于
原
数
餘
得
穿
去
積
合
問

市
川
行
英
門
人

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
彌
四
郎
源
和
義

文
政
十
三
年
庚
寅
三
月

図6-1．「算法雑俎」に掲載されてい

る子の権現の問題（東北大学）
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問
題
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

今
図
の
よ
う
に
円
柱
を
梭
（
菱
形
）
で
穿
ち
去
る
場
合
、
円
柱
の
直
径
と
梭
の
長
及
び
平
を
与
え
ら
れ
た
と
き
、
穿
去
さ
れ
た

お
さ

う
が

体
積
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
径
を
以
て
長
を
除
し
之
を
自(

乗)

し
、
率
と
名
付
け
、
径
を
置
き
長
及
び
平
の
半
を
乗
じ
、
之
を
原
数
と
し
、（
原

数
に
）
率
と
１
を
乗
じ
３
と
４
で
除
し
一
差
と
し
、
（
一
差
に
）
率
と
１
と
３
を
乗
じ
５
と
６
で
除
し
二
差
と
し
、（
二
差
に
）

率
と
３
と
５
を
乗
じ
７
と
８
で
除
し
三
差
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
逐
差
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
疉
（
加
算
）
し
て
原
数
か
ら

減
じ
て
そ
の
余
り
が
問
に
合
う
穿
ち
去
っ
た
体
積
を
得
る
。

こ
の
問
題
は
円
柱
を
角
柱
で
突
き
刺
し
た
と
き
、
空
洞
に
な
っ
た
部
分
の
体
積
を
求
め
る
典
型
的
な
穿
去
問
題
で
あ
る
。

術
文
は
短
い
。
ま
る
で
俳
句
や
和
歌
の
よ
う
に
言
葉
を
凝
縮
し
て
お
り
、
そ
こ
に
一
つ
の
美
意
識
を
持
っ
て
書
い
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
図
６-

２
に
示
し
た
よ
う
な
漸
化
式
に
な
る
も
の
だ
が
、
本
質
的
に
は
積
分
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
当
時
ど
の
よ
う
に
解
い
た
か
を
知
る
に
は
石
井
和
儀
と
同
年
代
の
梅
村
重
得
（
一
八
〇
四
～
八
四
）
に
よ
る
「
算

し
げ
よ
し

法
雑
俎
解
」
が
参
考
に
な
る
。
傍
書
法
で
書
か
れ
た
同
書
の
も
の
を
解
読
す
る
と
、
そ
の
解
法
は
円
柱
の
上
面
か
ら
み
た
角
柱
部

（
１
６
）

分
と
側
面
か
ら
み
た
角
柱
の
断
面
を
積
分
す
る
も
の
で
、
現
代
の
積
分
学
が
教
え
る
の
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
被
積

分
関
数
を
級
数
展
開
し
た
上
で
項
別
積
分
を
行
い
、
そ
の
上
で
積
分
表
を
利
用
し
て
い
る
。
当
時
の
識
者
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
江
戸
時
代
末
期
に
飯
能
で
か
か
る
高
尚
な
数
学
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

付
録
４
に
和
算
に
よ
る
解
法
を
、
付
録
５
に
現
代
解
法
を
示
す
。
両
者
の
違
い
は
級
数
展
開
と
積
分
を
ど
ち
ら
を
先
に
行
う
か

と
い
う
差
で
あ
る
。
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（
注
１
）
円
理
八
題
と
は
、
截
（
円
や
球
を
截
っ
た
問
題
）
、
穿
（
穿
ち
取
る
問
題
）
、
受
（
影
を
描
く
問
題
）
、
廻
（
回
転
問
題
）
、
転
（
転

が
す
問
題
）
な
ど
を
い
う
。

87
53

65
31

432

11

)()(

87
53)(

65
31)(

43
1)(

2

321

1

0

2
321

3
21

2

1

2

321

kkkddd

dxkxxdddV

V
V

k

kk

ddd
d
dk

ddd

原数一差原数

ものである。えば、次式で示される　これは現代数学でい

････一差＋二差＋三差＋･－原数　　

は、　求める体積

、････二差　三差

、一差、二差原数　一差

、原数　としたとき、率

、平を、梭の長を直径を　右図のように円柱の

図6-2．子の権現の問題の解の式

････
二差
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七
章

和
算
上
の
位
置
付
け

子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
の
和
算
上
の
位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

江
戸
末
期
、
特
に
化
政
期
に
和
算
は
西
洋
の
数
学
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
発
達
し
た
。
そ
れ
は
特
に
積
分
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ

た
。
和
算
史
上
の
四
天
王
、
関
孝
和
（
一
六
四
二
？
～
一
七
〇
八
）・
松
永
良
弼
（
一
六
九
二
？
～
一
七
四
四
）・
安
島
直
円
（
一

よ
し
す
け

な
お
の
ぶ

七
三
二
～
九
八
）・
和
田

寧

（
一
七
八
七
～
一
八
四
〇
）
の
う
ち
、
松
永
良
弼
は
級
数
展
開
で
、
安
島
直
円
は
積
分
の
考
え
の
導

や
す
し

入
で
、
和
田
寧
は
積
分
表
で
大
き
な
業
績
が
あ
っ
た
。
特
に
和
田
寧
は
円
理
の
完
成
者
と
言
わ
れ
、
和
算
の
最
高
峰
を
築
き
、
様

々
な
積
分
表
に
よ
り
複
雑
な
立
体
図
形
の
体
積
や
表
面
積
を
求
め
る
こ
と
が
和
算
家
の
間
で
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、『
一

般
方
法
が
樹
立
し
た
上
は
、
従
来
単
独
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
楕
円
周
、
穿
去
積
等
の
問
題
は
、
た
だ
そ
の
応
用
問
題
、

演
習
問
題
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
寧
よ
り
円
理
豁
術
を
受
け
た
当
時
の
数
学
者
が
、
種
々
の
複
雑
な
問
題
を
解

い
て
、
こ
れ
を
神
社
仏
閣
に
掲
げ
、
あ
る
ひ
は
こ
れ
を
書
に
著
し
刊
行
す
る
も
の
頗
る
多
か
っ
た
が
、
要
す
る
に
和
田
寧
の
円
理

豁
術
の
演
習
問
題
に
う
き
身
を
や
つ
し
た
者
で
あ
っ
て
、
理
論
の
発
展
に
寄
与
し
た
所
は
少
な
い
の
で
あ
る
』
、
と
ま
で
後
世
評

（
１
９
）

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
は
言
え
、
数
多
の
和
算
家
の
中
で
、
そ
の
考
え
方
を
理
解
し
、
応
用
で
き
る
力
量
の
あ
る
一
線
の
和
算
家
は
少
な
か
っ
た
こ

あ

ま

た

と
で
あ
ろ
う
。
飯
能
周
辺
の
算
額
を
調
べ
て
も
比
較
的
簡
単
な
幾
何
図
形
な
ど
が
多
い
の
は
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

も
あ
る
。

（
２
０
）
（
２
１
）

一
般
に
難
度
の
高
い
問
題
の
一
つ
に
穿
去
問
題
が
あ
る
。
穿
去
問
題
と
は
球
や
円
柱
・
楕
円
体
な
ど
の
立
体
を
、
も
う
一
つ
の

せ
ん
き
ょ

円
柱
・
角
柱
な
ど
で
貫
通
し
た
場
合
の
体
積
や
表
面
積
・
交
周
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
、
基
本
的
に
は
二
重
積
分
を
解
く
こ
と
に

な
る
。
最
初
に
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
の
は
安
島
直
円
で
、
円
柱
を
他
の
円
柱
で
貫
通
し
た
と
き
貫
通
し
た
部
分
の
体
積
や
表
面
積

・
周
の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
和
田
寧
が
発
展
さ
せ
、
白
石
長
忠
・
岩
井
重
遠
・
斎
藤
宣
長
な
ど
に
影
響
を
与
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え
た
。
市
川
行
英
、
石
井
和
儀
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。

文
献
（

）
で
は
算
額
に
現
れ
た
穿
去
問
題
の
数
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
日
本
全
国
で
江
戸
末
期
の
化
政
期
か
ら

22

慶
應
年
代
ま
で
に
、
実
に
、

面
の
算
額
、
問
題
数
に
し
て

題
が
、
さ
ら
に
文
政
年
間
で
言
え
ば

面
の
算
額
、
問
題
数
に
し

107

140

40

て

題
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。
石
井
和
儀
の
算
額
の
問
題
や
、
市
川
行
英
同
門
の
馬
場
安
信
（
慈
光
寺
の
算
額
）
、
栗
島
精
彌

（
注
１
）

46
（
箭
弓
稲
荷
社
の
算
額
）
の
穿
去
問
題
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

石
井
和
儀
、
馬
場
安
信
ら
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
き
得
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
藤
田
貞
資
―
小
野
栄
重
―
斎
藤
宣
長
―

市
川
行
英
、
あ
る
い
は
安
島
直
円
―
日
下
誠
―
白
石
長
忠
―
市
川
行
英
と
い
う
一
流
の
系
統
に
属
し
て
い
た
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
注
１
）
原
文
は
県
毎
に
文
化
か
ら
昭
和
年
代
ま
で
の
数
を
表
に
し
て
い
る
。
掲
げ
た
数
は
そ
の
表
か
ら
得
た
数
字
で
あ
る
。
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八
章

石
井
和
儀
の
墓
と
生
没
年

石
井
家
過
去
帳
で
石
井
弥
四
郎
和
儀
に
関
係
す
る
も
の
を
探
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

萬
嶽
了
忠
居
士

明
治
四
年
二
月
廿
一
日

石
井
弥
四
郎

六
十
七
年
二
ヶ
月

守
室
堅
貞
大
姉

弘
化
元
年
甲
辰
年
六
月
一
日

石
井
シ
ケ

弥
四
郎
妻

三
十
七
年
六
ヶ
月

石
永
徳
順
大
姉

嘉
永
五
壬
子
五
月
二
十
四
日

石
井
タ
ミ

宇
兵
衛
妻

八
十
年
五
ヶ
月

ま
た
、
石
井
家
の
墓
地
で
あ
る
西
光
寺
（
今
は
廃
寺
、
飯
能
市
原
市
場
、
棒
ヶ
谷
戸
）
の
過
去
帳
の
嘉
永
五
子
年
の
項
に
は
次

（
２
３
）

の
よ
う
に
あ
る
。

石
永
徳
順
大
姉

五
月
二
十
四
日

赤
工

弥
四
郎
母

石
井
家
過
去
帳
は
後
世
に
記
述
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
西
光
寺
の
過
去
帳
を
基
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
萬
嶽
了

忠
居
士
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
西
光
寺
の
過
去
帳
は
拝
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
石
永
徳
順
大
姉
の
例
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

西
光
寺
に
は
、
図
８
ー
１
、
２
に
示
す
よ
う
な
墓
が
あ
る
。
過
去
帳
の
居
士
、
大
姉
、
卒
年
な
ど
は
こ
の
墓
と
一
致
す
る
。
つ
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ま
り
、
石
井
弥
四
郎
和
儀
の
戒
名
は
「
萬
嶽
了
忠
居
士
」
で
あ
り
、
生
没
年
は
「
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
十
一
月
七
日
生
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
二
十
一
日
亡
」（
六
十
七
歳
）
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
石
井
家
過
去
帳
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ

ば
、
妻
と
は
三
歳
違
い
で
石
井
和
儀
四
十
歳
の
と
き
に
妻
を
亡
く
し
て
い
る
こ
と
や
、
母
が
石
井
タ
ミ
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

右
側
面
の
「
天
保
十
五
辰
六
月
朔
日

施
主

石
井
鏸
三
郎
」
と
い
う
の
は
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
建
て
ら
れ
た
と
思
わ

れ
（
天
保
十
五
年
と
弘
化
元
年
は
同
年
）、
石
井
和
儀
が
亡
く
な
っ
た
後
に
改
め
て
、「
萬
嶽
了
忠
居
士
」
と
「
明
治
四
年
二
月
二

十
一
日
亡
」
を
刻
印
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
生
没
年
の
事
実
に
よ
り
、
石
井
弥
四
郎
和
儀
は
、
師
の
市
川
行
英
と
ま
っ
た
く
同
年
代
の
人
で
あ
り
、
行
英
に
入
門
に
あ

た
っ
て
起
請
文
を
提
出
し
た
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
は
十
九
歳
の
と
き
で
あ
り
、
子
の
権
現
に
算
額
を
奉
納
し
た
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
は
二
十
五
歳
の
と
き
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

天
保
十
五
辰
六
月
朔
日

施
主

石
井
鏸
三
郎

萬

嶽

了

忠

居

士

守

室

堅

貞

大

姉

文
化
元
甲
子
十
一
月
七
日
生

明
治
四
年
二
月
二
十
一
日
亡

左側面右側面

図8-2．石井弥四郎和義の墓の

写真（平成23年9月29日）

図8-1．石井弥四郎和義の墓
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九
章

お
わ
り
に

算
法
雑
俎
の
出
版
の
と
き
、
問
題
の
掲
載
料
と
し
て
弟
子
の
出
題
は
署
名
入
り
で
一
題
に
つ
き
約
一
朱
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現

（
４
）
（
９
）

在
の
一
万
円
位
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
算
額
を
掲
額
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
財
力
も
必
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
石
井
和
儀
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
和
算
の
盛
ん
な
時
代
背
景
は
あ
る
に
し
て
も
、
他
の

市
川
行
英
門
人
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
動
機
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
最
初
に
行
英
に
入
門
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
多
い
。

さ
ら
に
、
飯
能
の
田
舎
で
、
距
離
的
な
問
題
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
市
川
行
英
に
師
事
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
免
状
は
受
け
た
の

だ
ろ
う
か
。

石
井
和
儀
が
起
請
文
を
提
出
し
た
文
政
六
年
か
ら
子
の
権
現
の
算
額
の
文
政
十
三
年
は
、
行
英
・
和
儀
と
も
十
九
か
ら
二
十
五

歳
頃
で
あ
る
。
算
法
雑
俎
に
は
行
英
が
文
政
九
年
に
信
州
雨
宝
山
（
雨
宝
山
弁
天
堂
：
現
佐
久
市
か
）
に
、
ま
た
文
政
十
年
に
江

戸
神
田
明
神
に
掲
額
し
た
問
題
が
載
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
章
で
述
べ
た
「
市
川
玉
五
郎
氏
略
伝
」
に
は
遠
州
流
挿
花
を
学
び
文

政
十
一
年
に
一
観
と
号
し
た
こ
と
が
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
恐
ら
く
江
戸
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
英
二

十
三
歳
頃
に
は
す
で
に
信
州
や
江
戸
は
行
動
範
囲
の
中
に
あ
っ

た
訳
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
遊
歴
和
算
家
と
し
て

先
に
見
た
市
川
行
英
文
書
の
神
文
に
あ
る
よ
う
な
各
地
を
そ
れ

以
前
に
巡
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
っ

て
も
頻
繁
に
会
う
の
も
難
し
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
飛
脚
な

ど
の
通
信
教
授
的
な
も
の
も
併
用
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
原
市
場
の
石
井
和
儀
も
そ
の
よ
う
な
中
の
一
人
で
あ
っ
た

図9-1．手紙の断片
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の
だ
ろ
う
。
現
に
、
石
井
家
文
書
に
は
図
９-

１
に
示
す
よ
う
な
手
紙
の
断
片
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
実
七
〇
十
二
万･

･
･

法
十

〇
九
四
三

答
六
四
〇
八

下
野
国
足
利
郡
名
草
村
（
現
・
足
利
市
名
草
）
山
田
平
三
郎
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
天
元
術

で
何
か
の
問
題
を
解
い
て
、
足
利
の
山
田
平
三
郎
と
い
う
人
が
石
井
和
儀
に
送
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
遠
方
の
人
と
和
算

の
問
題
を
や
り
取
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
山
田
平
三
郎
と
知
り
合
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
石
井

家
文
書
に
あ
る
よ
う
に
岩
殿
観
音
、
吉
見
観
音
、
於
菊
稲
荷
、
榛
名
神
社
な
ど
埼
玉
か
ら
群
馬
に
か
け
て
行
動
し
て
い
た
可
能
性

の
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
も
遊
歴
和
算
家
的
に
行
動
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
師
や
仲
間
達
と
勉
強
し
、
石
井
家
文
書
の
円
理
関
係
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
当
時
と
し
て
は
高
度
な
積
分
問
題
ま
で
理

解
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
を
自
ら
作
り
、
そ
し
て
解
く
に
至
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
驚
く
ば
か

り
で
あ
る
。

な
お
、
石
井
和
儀
が
子
の
権
現
に
掲
額
し
た
以
降
、
つ
ま
り
二
十
六
歳
以
降
に
つ
い
て
知
る
史
料
が
見
つ
か
ら
な
い
の
は
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。
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（
石
井
家
文
書
Ｄ
よ
り
）

付
録
１

岩
殿
観
音
の
算
額
の
解
法

石
井
和
儀
が
解
い
た
岩
殿
観
音
の
算
額
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

以
下
の
式
で
、
等
円
、
大
円
、
小
円
、
外
円
の
径
を
そ
れ
ぞ
れ

、

、

、

と

す
る
（
下
図
参
照

。
）

ま
た
○
数
字
で
該
当
す
る
現
代
式
を
下
段
に
示
す
。

坂
東
十
番
観
世
音
堂

解
義

七
分
五
厘

名
率

三
箇

名
大
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十
二
箇

定
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①
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開
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―
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②
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③
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置
子
加
丑
寄
左
與
外
半
径
相
消
（
子
を
置
き
丑
を
加
え
左
に
寄
せ
外
半
径
を
消
す
）

率

外

大

大

④
―
―

―
―

矩
合

二

三

二

1d

3d

D

2d

                    

3212

3
2

3
75.0





定率

、大率、率　①

丑、中鈎、定率等　②  2
2

2211 6

3

3

75.0

2

3
75.0361233 d

d
ddDdd



 

 - 56 -

遍
乗
二
変
率

外

大

大

⑤
―
―

―
―

矩
合

大
率

名
極

⑥
括

―
―

ハ

―
―

大
率

外

大
径

⑦
―
―

ハ

―
―

極

率

小
商

外

小

玄

大

丑

大
商

寅

⑧
―
―

―
―

ハ

―
―

―
―

ハ

―
―

―
―

ハ

―
―

二

二

三

置
丑
寅
和
巾
加
小
半
巾
寄
左
與
弦
冪
相
消

大率

小

小
商

率
巾

小

大

大
商

大
巾

外
巾

外

⑨
―
―

―
―

―
―

矩
合

三

九

四

四

変
率

大

小

小
商

率
巾

小

大

大
商

大
巾

外
巾

外

⑩
―
―

―
―

―
―

―
―

矩
合

大
率

九

四

二

遍
一
十
二
之
変
率
（

を
掛
け
る
）

12

子③  2
2

2
2

2

3

2
75.0

2
d

d
Dd

d
D

                   
 

 
 

0
22

3

3

2

2
2

2 
d

d
D
　④

0
3

2
2

2  d
d

D⑤

極⑥ 1
3

2

  2332
32

3
dD

D



⑦

寅丑、玄、⑧  32322
23

6

3

3

75.0

22
ddddd

ddD

0
4

2

49

2
3

2

3

3

2 3
2

2

2
2

23232 










dDD

d

ddddd⑨　

0
249

2
3

3
3

2

2

2
2

232
32 











dDD

d
ddd

dd⑩　



 

 - 57 -

大
率

大

小

小
商

小

大

大
商

大
巾

外
巾

外

⑪

―
―

矩
合

一変
外
円
径大大

率

極

小

小
商

小

大

大
商

大
巾

外
巾

大

⑫

―
―

矩
合

一括
之

極

名
地

外
巾

大
巾

名
天

⑬

ハ

―
―

―
―

ハ

―
―

一

大大
率

小

小
商

大

天

大
商

地

⑭
―
―

―
―

矩
合

変
大
率

定
率

大

小

小
商

大

小
商

天

大
商

地

大
商

寅

⑮
―
―

―
―

矩
合

―
―
ハ
―
―

得
寅
求
式

                    

0633412 3
22

223232  dDDdddddd⑪　

01
3

2
633412 32

22
223232 







  ddDdddddd⑫　

天地、　極　⑬  2
2

23126 dD

034 32232  地天⑭ ddddd

0122 32232  地天⑮ ddddd 寅　⑮ 32dd



 

 - 58 -

大

天

定
率

地
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方
程
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る
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三

一

實
級
大
巾
異
減
之
解
極
変
之

極

外

外
巾

外
巾

大

⑳

實
級

一

三

変
乗
極
巾
除
極
巾
而
変

極
再

極
巾

極

大
巾

大
巾

大
巾

實
級

21

一

三

                    

0122 2
2  寅地寅天⑯ d

  　乾式此商　　寅地大天地⑱ 2
22 120012 dxx 

    0122 2
2  寅地寅地天地⑰ d

   2
2

2
2

222
2

2

2
2

2
2

22

12636183126

1263618

ddDDdD

ddDD





極極極検算　天地

天地極極⑲

実級極⑳  DdDD 2
22 63618

実級極極極  2
2

22
2

32
2 6361821][ ddd
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解
極

六

六

三
十
六

三
十
六

三
十
六

十
八

十
八

十
八

十
八

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

大
巾

―
―

―
―

―
―

實
級

22

大
率

三

大
率

三

大
率

大
率

異
減
同
加
而

大
巾

大
巾

實
級

23

大
率

変
率

大
率

大
巾

大
巾

實
級

24

大
率
変
定
率

定
率

大
巾

大
巾

定
實
級

25

置
地
解
極

地

ハ

―
―

26

一

一

大
率

大
率
乗
除
而
変

大
率

地

ハ

―
―

27

一

                    

実級　2
2

2
22

2

2
22

2

2
2

2
22

2

2
2 18

3

186
184

33

188
36

3

364

3

364
6

3

62
]22[ d

d
d

d
d

dd
d

d
















実級2
2

2
2 16839624][ dd 

実級2
2

2
2 168
3

288
23][ d

d


定実級2
2

2
2 168124825][ dd 

地 183418
3

12
26][

地183427][
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大
率
者
変
定
率

定
率

地

ハ

―
―

28

一

右
立
方
半
負
商
開
所
式
変
而
定
開
式

定
率

小
商

大
巾

大
商

大

定
率
二
段
一
十
八
箇
和

定
率

依
是
得
小
円
径

大
巾

○

―
―

此
商

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―

如
此

29

（
二
次
方
程
式
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）

實
級
天
地
相
乗
解
之

定
率

等

外
円
径

ハ

―
―
―

30

定
率

―
―
三

外
径

―
―

得
大
円
径
定
式

31

―
―

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

   
   

 
 

 
18122

125.31248

18122

125.31248

12181225.31248

12181225.31248

5.31248168124829][

22

2

2

3

22

22
3

2322

2322

22
2

2
2

2
2


















dd
H

d

H
d

d

H

d

dd
d

dddd

ddddx

xddd

　但し

、　

である。る。これは別術と同じ　この式から次式を得

（正）

（誤）

　この商

地1812228][    2

2

332312

1
3

12
]31[

dDD

dD













が正しい。この式は誤りで、以下

Ddd  11 36123]30[
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（
石
井
家
文
書
Ｆ
よ
り
）

付
録
２

於
菊
稲
荷
社
と
榛
名
神
社
の
算
額
の
解
法

於
菊
稲
荷
社
の
算
額
の
解
法

乙

甲

天

①
―
―

―
―

ハ

―
―

二

二

天
自

以
減
甲
巾
餘
為
高
巾

メ

（
甲
巾
か
ら
天
自
を
減
じ
餘
は
高
巾
と
為
す
）

乙

乙
巾

甲

甲
巾

甲
巾

高
巾

②
―
―

―
―

―
―

―
―

ハ

―
―

四

二

四

四
乗
除
而
異
減

乙

乙
巾

甲

甲
巾

高
巾

③
―
―

―
―

ハ

―
―

四

二

四

依
術
求
矩
合

高

高

甲

乙

責

④
―
―

―
―

―
―

矩
合

二

二

左
右
分
之
自
之
相
消

乙

高
巾

甲

高
巾

甲
巾

高
巾

乙
巾

責
巾

⑤
―
―

―
―

―
―

―
―

矩
合

四

二

四

解
高
巾
異
減
而
（
⑤
を
③
に
代
入
）

 （注）適尽方級法： 

 適尽法は極大、極小を求める法で、適尽方級法とは 

 a0＋a1x＋a2x
2＋………＋anx

n－1＝0から 

 a1＋2a2x＋3a3x
2＋………＋nanx

n-1＝0 

 を求め、これを解く方法。 

                    

22
22

424

22

高甲
甲甲乙乙

②

天
甲乙

①




0

22

4

3

24
2

22





責
乙高甲高

④

高
甲甲乙乙

③

0
424

2
22222

 責
高乙甲乙高高甲

⑤

 

法。を求め、これを解く方

から

適尽方級法とは

求める法で、適尽法は極大、極小を

（注）適尽方級法

032

0
12

321

2
210




n

n

n
n

xnaxaxaa

xaxaxaa
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四

甲
巾

乙

乙
巾

乙

乙
巾

乙
巾

甲
再

甲
三

甲
巾

甲
再

乙
三

甲
巾

責
巾

⑥
―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

矩
合

四
巾

八

四
巾

二
巾

八

四
巾

四
巾

四

異
減
同
加
而

乙
巾

乙

甲
巾

甲
再

甲
三

乙
三

責
巾

⑦

―
―

―
―

―
―

矩
合

十
六

二

十
六

十
六

遍
一
十
六

之
メ

乙
巾

乙

甲
巾

甲
再

甲
三

乙
三

責
巾

⑧

―
―

矩
合

一

得
乙
求
式

責
巾

甲
再

甲
巾

乙

⑨

○

―
―

此
商

―
―

一
甲
三

依
適
尽
法
級
法
負
実
級
（
適
尽
方
級
法
で
解
く
（
乙
で
微
分

）
）

（
注
参
照
）

甲
再

甲
巾

⑩

○

―
―

極
式

乗
圭?･

V
･
@ﾉ

二

甲
再

甲
巾

四

⑪

○

―
―

開
式

遍
四
除
之
而

                   
 

 
 

 

          01068316

168316

4322342

2342





乙乙乙甲乙甲甲責

次方程式を意味する。この式は以下の乙の４

此商　乙○甲甲甲責⑨

極式○甲甲⑩ 168 23 

      040128

4128
3223

23





乙乙乙甲甲

開式、つまり○甲甲⑪

0
4

3

48

3

24

4

4

3

84
2

2

22

2

43

2

22

2

43

2

22




 責
乙甲乙乙甲乙甲甲乙甲甲乙

⑥

0
1616

3

216

6 2
44322

 責
乙甲乙甲乙甲

⑦

016386 244322  責乙甲乙甲乙甲⑧
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甲
再

甲
巾

⑫

○

―
―

同

試
矩
合

乙

甲
再

甲
巾

乙
再

甲

乙

天

⑬

―
―

矩
合

―
―

―
―

ハ
―
―

乙
巾

甲―
―

乙
巾

変
而
可
括

甲―
―

乙

乙
巾

甲
巾

甲

天

天

天

⑭
―
―

―
―

矩
合

負
天
得
乙
求
式
（
天
を
除
く
）

甲
巾

甲

乙

⑮

―
―

―
―

此
商

―
―

甲
上
略
而

？

乙

⑯

―
―

―
―

此
商

―
―
甲

方
半
正
商
立
開
之

乙

⑰

○

―
―

此
商

―
―

―
―

甲

二

―
―
四於

是
施
本
術

                    

    0132

132
323

23





乙乙甲甲

同、つまり○甲甲⑫

天乙甲乙乙甲甲⑬  032 323

02 22  天甲乙天甲天乙⑭

02

12
22

2





乙甲乙甲　つまり

此商　乙甲甲⑮

甲乙従って
甲

乙

甲

乙

つまり
甲

乙
此商　⑯

202

112

2











甲乙従って
甲

乙

が正しい？
甲

乙

甲

乙
此商　⑰

2
2

1

2

3

4

9

2

1

2

1

4

1
2

22

2







 














 






  x
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榛
名
神
社
の
算
額
の
解
法

大
巾

乙
巾

大

①
―
―

ハ

―
―

故

―
―

ハ

乙

四

二

大

大

大

②
―
―

ハ

小
径

―
―

―
―

ハ

甲

四

二

八

変
之

大

③

ハ

甲

八甲

乙

大
巾

―
―

―
―

④

故

―
―

ハ

丙

小

丙

十
六甲

―
―

―
―

二置
丙
大
和
以
長
相
消

大
巾

大

長

⑤
―
―

―
―

―
―

矩
合

十
六

甲変
乗
甲
解
甲
（
甲
を
掛
け
る
）

大

大

長

⑥
―
―

矩
合

十
六

八

八

変
乗
一
十
六
同
加
得
大
求
式

長

大

⑦

此
商

―
―

於
是
施
本
術

こ
こ
か
ら
始
ま
る

の
は
少
々
疑
問

                    

甲③

甲②

乙故乙①

とすると、、大円、小円の径を







8

3
824

24

1

11
2

1

12
2
1

21

d

dd
d

d

dd

dd

丙
甲

　乙　故
小

丙甲④ 
162

2
1d

0
16 1

2
1  長
甲

⑤ d
d

0
8

3

8

3

16
11 

長
⑥

dd

67

067

76

1

1

1







d

d

d

だから長

長⑥から、

　　此商　長⑦
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   図２ 榛名神社の問題の記述部分

   図１ 於菊稲荷社の問題の記述部分



 

 - 66 -

（
石
井
家
文
書
Ｈ
よ
り
）

付
録
３

円
理
関
係
の
解
読

円
理
関
係
で
は
ま
ず
、
円
に
内
接
す
る
矩
形
を
作
り
、
こ
れ
ら
の
和
と
し
て
円
の
面

積
や
円
周
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
極
限
の
概
念
と
積
分
の
概
念
に
通
じ
る
も
の
で
、

安
島
直
円
が
求
め
た
方
法
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
ず
十
等
分
（
図
１
）
し
て
各
玄
の
長
さ
を
次
の
よ
う
に
求
め
る

（
式
１
）

。

こ
れ
を
綴
術
で
平
方
を
開
き
天
を
乗
じ
て
矩
形
の
面
積

を
求
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、

の
形
の
二
項
級
数
展
開
を
使
っ
て
い

。

。（

）

る

甲
責
に
つ
い
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る

式
２

玄

名
天

ハ
―
―
―

―
―
五
段

径
巾

天
一
段
巾

甲
線
巾

―
―

―
―
―
―

―
―
―

ハ

径
巾

天
二
段
巾

乙
線
巾

―
―

―
―
―
―

―
―
―

ハ

径
巾

天
三
段
巾

丙
線
巾

―
―

―
―
―
―

―
―
―

ハ

（ ）式１五

七

二
十
一

天

天

天

天

天

天

天

経

天
一
段
五

天
一
段
七

天
一
段
九

天
一
段
十
一

天
一
段
巾

天
一
段
三

甲
責

―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―
―

経

経
再

経
四

経
六

経
八

経
十

二

二

二

二

二

二

四

四

四

四

四

二

二

二

二

八

八

八

二

二四

（ ）式２

      �

�

2
3

222
2

222
1

22

321

5
3

5
2

5

5

badbadbad

bbb

ahad







、、

として、丙線、乙線甲線

、とすれば、天、玄径

（式１）

図１．円の分割

                    

      



2
3

222
2

222
1

22

321

5
3

5
2

5

5

badbadbad

bbb

ahad







、、

として、丙線、乙線甲線

、とすれば、天、玄径

（式１）

図１ 円の分割
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次
に
、
甲
責
と
同
じ
よ
う
に
乙
責
・
丙
責･

･
･

を
求
め
、
こ
れ
ら
の
総
和
と
し

て
の
帯
責
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
級
数

は
安
島
直
円
が
求
め
た
も
の
と
一
致
す
る

（
式
３
）

。

こ
の
帯
責
に
対
し
て
、
玄
を
経
に
置
き
換
え

次
の
円
責
を
求
め
て
い
る
。

（
式
４
ａ
は
さ
ら
に
式
４
ｂ
に
変
換
さ
れ
て
い

る

。
）

玄

玄

玄

七

玄

玄

五

七

三

玄

玄

帯
責

経

玄
七

玄
九

玄
十
一

玄
巾

玄
三

玄
五

ハ
―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

経

経
再

経
四

経
六

経
八

経
十

二

二

二

二

二

二

三

四

四

四

四

四

五

二

二

二

二

七

八

八

八

九

二

二

十
一

四十
三

（ ）式３

る。四は５乗を意味してい

３乗、三は４乗、乗の、巾は２乗、再は　　　（注）和算の累

＝

甲責＝

（式２）






















































































































6

2

25

2

2

4

2

23

2

22

2

2

2

2

11

12

9

10

7

8

5

6

3

42

12108642

97531

108642

7531

8642

531

642

31

42

1

2

1
1

428242

21

28242

7

8242

5

242422

d

h

d

h

d

h

d

h

d

h

d

h
dh

d

h

d

h

d

h

d

h

d

h

d

h
dh
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七

五

七

三

円
責

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

ハ
―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

二

二

二

二

二

二

三

四

四

四

四

四

五

二

二

二

二

七

八

八

八

九

二

二

十
一

四十
三

（ ）式４a

九

七

七

五

五

五

三

三

三

三

一

一

一

一

円
責

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

経
巾

ハ
―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

二

二

二

二

二

二

三

四

四

四

四

四

五

六

六

六

六

七

八

八

八

九

十

十

十
一

十
二

十
三

（ ）式４b

                    

式に一致）　（安島直円が求めた

　

帯責

（式３）





12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

11

12

9

10

7

8

5

6

3

42

599040

945

42240

105

3456

15

336

3

406

13428242

73

1128242

7

98242

5

724254232

d

da

d

da

d

da

d

da

d

da

d

da
da

d

aa

d

aa

d

aa

d

aa

d

aa

d

aa
da
































　　

円責＝

（式４）







 



























































599040

945

42240

105

3456

15

336

3

40

1

6

1
1

1312108642

97531

11108642

7531

98642

531

7642

31

542

1

32

1
1

13428242

73

1128242

7

98242

5

724254232

2

2

222222
2

d

d

dddddd
d
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こ
れ
を
さ
ら
に
一
差
、
二
差
、
三
差･

･
･

の
形
式
に
直
し
て
次
の

よ
う
に
変
形
し
て
い
る

（
式
５
）

。

次
に
、
弧
背
（
円
弧
）
の
長
さ
を
求
め
て
い
る
。
ま
ず
、

帯
責
か
ら
直
責
を
引
き
そ
の
半
分
の
弧
責
を
求
め
て
い
る
。

弧
責
と
直
責
の
４
分
の
１
の
和
は
、
半
径
と
弧
背
を
掛
け
た

半
分
に
等
し
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
弧
背
を
求
め
て
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

（
式
６
）

。
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図３ 円周率を求めている個所
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付録４             子の権現の算額の和算による解法 

 

１．はじめに 

子の権現の算額の問題が和算でど

のように解かれたかを知るために、

「算法雑俎解」（梅村重得訂、明治３

年）(1)に掲載されているものを解読

する。文字が滲んでいて判然としな

い部分もあるが前後関係からほぼ解

読できる。 

   梅村重得(しげよし)（1804－1884）

は陸奥盛岡藩士で代官、物頭もつと

めた和算家であった。江戸で藤田嘉

言(よしとき)（定資の子）や長谷川

弘らに和算を学んでいる。著書に「傍

斜捷解」他がある。子の権現の算額

の掲額者である石井弥四郎和義と生

まれは同年である。 

                        図１．「算法雑俎解」の子の権現の問題の解法部分 

                             （東北大学和算ポータルサイトより） 
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２．子の権現の算額の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              図２ 

 

３．前提知識（和算における積分小史） 

  解読に当り、和算の発達における以下の事項を前提とする。 

  和算史上の四天王は、関孝和・松永良弼・安島直円・和田寧と言われる。 

 (1)松永良弼（1692？～1744）は、「算法綴術草」の中で などについて２項級数の展開式を得ている。（2） 

 (2)安島直円（1732～1798）は、建部賢弘や松永良弼以来の円理の問題を改良して、積分の概念を導入している。直

円は円の直径を等分して円に内接する矩形を作り、これらの和として円の面積を求め、しかるのちに円周を求め

た。(3)  この問題は円理二次綴術といわれ、成功したのは２項級数の展開を利用したことによる。直円はこの考

えを利用して、円柱穿空円術の解に成功し、「不朽算法」の中で円柱を他の円柱で貫通した部分の体積や表面積を

求めている。 

　

　････一差＋二差＋三差＋･－原数　　

は、　求める体積

、････二差、三差一差、二差原数　一差

、原数　としたとき、率

、平を、梭の長を柱の直径を　今、図２のように円

ている。は次のように記述され求めるもので、その解

体積を柱で穿ち去ったときの題は、円柱を菱形の角　子の権現の算額の問
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 (3)和田寧（1787～1840）は、円理の完成者といわれる。和算の最後の花を咲かせた人ともいわれる。直円の円理二

次綴術は和田寧の円理豁術となって西洋の積分に匹敵されるようになった。 

  寧は定積分に相当する円理諸表を作成している。それは八態表・八象表（累乗などの展開式）や九成艸表・九成

眞表・六龍三陽表などの積分表（様々な式に対応している）である。 

 

４．梅村重得の解法 

  【添付資料】に梅村重得の解法を示し、以下その○番号に沿って解読する。 

 

 

①②                を定義する。       

 

③       を定義し、段数を掛ける。             

 

④            これを括り、長・天＝某玄である。 

                                        図３．上面図 

⑤                       （図３）  

 

⑥ 某玄を寄せこれを解く 

 

⑦                                       図４．側面図 
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⑧                  綴術で平方を開く。つまり某径を級数展開で求める。       

 

   つまり、 

 

   ここで次の展開式を使う。 

 

 

⑨ 

 

   （注）和算の累乗は、巾は二乗、再は三乗、三は四乗、四は五乗、五は六乗･･･を示す。 

                       （図４） 

 

⑩ （某径×某平×子）は、某穿去積である。つまり、部分体積である。 
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   某径某平子を解き、径、長、平で除し、截数を乗ずる。 

 

⑪ 

 

 

⑫ 

 

⑬  ⑪＋⑫は       である。 

 

   截数で之を除し、天の累乗で之を畳み、すなわち天表に依って得而して之を畳む。 

   つまり、⑪を項別積分して⑭を得る。同様に⑫を項別積分して⑮を得る。 

   ここで、畳元表を使う。畳元表は和田寧が作成したもので、様々な積分表が用意されており、 
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⑭ 

 

⑮                                

 

   ⑭＋⑮は、    である。これを括り次を得る。 

 

   ⑭＋⑮の第１項～第５項は を除いて次のように計算でき、⑯を得る。 

 

 

 

 

 

⑯                      これを括り 

 

 

 

⑰ 径、長、平 を乗じて次を得る。 

 

⑱ 
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５．まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ここでは、積分の正しい考え方が使われている。解き方は級数展開した上で項別積分ができるようにし、その

上で積分表を利用している。こういった解き方が当時の「高級」な和算を習った者には一般化していたのであろ

う。梅村重得と石井弥四郎和義は全くの同年代の人である。恐らく石井弥四郎和義の解き方も上記のようなもの

であったと思われる。 

   なお、石井弥四郎和義が子の権現に掲額した文政13年(1830)は、和義25歳のときである。 

 

参考文献 

(1)「算法雑俎解」（梅村重得訂、明治３年） 東北大学和算ポータルサイト 

(2)「明治前日本数学史（第２、４、５巻）」 岩波書店 1959年初版 

(3)「和算の歴史 その本質と発展」平山諦 ちくま学芸文庫 2007年（原本は1961年至文堂より刊行）            
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「
算
法
雑
俎
解
」
の
子
の
権
現
の
算
額
の
解
法
（
原
文
は
、
東
北
大
学
和
算
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
）
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付録５            子の権現の算額の問題の現代解法 

                             ※ 以下は川田義広氏に解いていただいたものです。 

１．子の権現の算額の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   以下、現代解法でこの問題を解く。 

 

２．体積の求め方 

   図のように座標をとる。   平面上では円柱の表面は次のような円である。 

       

 

    

 
　

１　　　････一差＋二差＋三差＋･－原数　　

は、　求める体積
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、原数　としたとき、率

、平を、梭の長を柱の直径を　今、右図のように円

ている。は次のように記述され求めるもので、その解
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  は次のようになる。とすると、

つまり、そして、

また、

つまり、とおくと、
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は、で行うと、求める体積だから、積分範囲は /810,0,0  zyx
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   底面は平 面上の菱形で、その1/4は、 

 

 

   で囲まれた部分であり、この三角形の部分の面積をS とする。 

                                      次のように表される。 

 

 

 

 

 

 

３．定積分 

   (4)を置換積分で解く。 
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右辺第１項
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である。級数展開するのが自然

であるいは、より小であるから、がを見ると、
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    以上から、求める体積は次のようになり具体的な計算が可能となる。 

 

 

 

 

４．級数展開 

  (9)を級数展開し、(1)に等しくなることを以下に示す。 
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右辺第２項

までに変わる。従ってからまた積分範囲は、

つまりとおくと、

で解く。右辺第２項は置換積分
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  ここで次の展開式を使う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  として、これらを(9)に代入すると、求める体積は次のようになる。 

 

 

 

 

 

   次に、(1)を睨みながら、 をうまく使い(10)を変形して行く。Σの初項値や指数が微妙に変化して 

   行くのに注意が必要。 
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   ここで、 とおけば、次の最終形が得られる。 

 

 
 

   第 n 差 は、次で示される。 
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   従って、n差の漸化式は次のようになる。 

 

 

  以上から、 原数 だから、(1)に相当する式は(18)で、またn差は(21)で示された。 

 

５．簡単な検算 

 

 

 

 

 

                         

 （注）現代解法では、積分を先に行いその結果を級数展開しているのに対して、和算家の解法は、関数が級数展    

    開された後にその項別積分を行っている。この方法は和算の解き方の特徴である。 
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図１ 修復された観音堂（平成21年 5月）図２ かつての観音堂（１）

付
録
６

慈
光
寺
の
算
額

一
、
は
じ
め
に

比
企
郡
と
き
が
わ
町
西
平
の
慈
光
寺
は

天
台
宗
の
古
刹
と
し
て
大
般
若
経

慈

、

（

）

（

）

、

光
寺
経

や
寛
元
三
年

一
二
四
五

の
銅
鐘
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
だ
が

坂
東
三
十
三
観
音
の
九
番
目
の
札
所
で
も
あ
る
。
こ
こ
の
観
音
堂
に
は
か
つ
て
算

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
算
額
と
は
数
学
の
問
題
や
解
法
を
書
い
て
寺
社
に
奉
納

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
寺
の
人
の
話
（
平
成
二
十
一
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の

算
額
は
痛
み
が
ひ
ど
く
文
字
も
読
め
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
化
学

処
理
を
行
っ
て
宝
物
殿
金
蓮
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
た
状
態
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
が
無
論
中
身
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
の
観
音
堂
（
図
１
）
は
平
成
五
年
か
ら
四
年
か
け

て
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
修
復
以
前
に
算
額
は
既
に
外
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
文
献
１
に
は
図
２
の
よ
う
に
算
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
写
真
が
載
っ

て
い
る
が
、
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
。

そ
の
文
献
１
に
は
慈
光
寺
の
算
額
に
つ
い
て

「
文
政
十
三
年
九
月
、
サ

、

イ
ズ2

0
0

×8
0

、
数
３
、
出
題
者
田
中
与
八
郎
信
直
」
と
あ
り
、
ま
た
同
文

献
の
別
の
個
所
に
は

「
文
政
十
三
年
三
月
、
出
題
者
市
川
行
英
門
人
久
田

、

儀
、
引
用
文
献
算
法
雑
俎
」
と
あ
る
。
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
九
月
と

三
月
の
違
い
は

「
算
法
雑
俎
」
に
は
確
か
に
三
月
と
あ
る
が
文
献
２
及
び

、

（
６
）



 

 - 92 -

 

４
に
は
実
見
と
し
て
九
月
と
あ
る
。
こ
れ
は
算
法
雑
俎
が
現
物
を
見
て
記
録
し
た
の
で
は
な
く
、
原
稿
を
も
と
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
数
３
と
い
う
の
は
三
問
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
算
法
雑
俎
に
記
載
さ
れ
て
い
る
慈
光
寺
の
算
額
の
出
題
者
は
、
市

川
行
英
門
下
の
田
中
與(

与)

八
郎
信
直(

道
？)

、
馬
場
與(

与)

右
衛
門
安
信
、
久
田
善
八
郎
儀
知
の
三
名
で
現
在
の
小
川
町
古
寺

・
腰
越
の
人
達
で
あ
る
。
問
題
は
三
問
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
算
額
に
つ
い
て
文
献
１
で
は
三
問
と
も
簡
単
に
解
説
し
て
い
る

が
、
原
文
に
あ
る
術
文
（
計
算
式
）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
文
献
２
は
一

問
目
の
み
を
掲
げ
て
現
代
風
に
解
い
て
い
る
。
文
献
３
は
全
文
を
掲
げ
、

三
問
目
の
み
を
現
代
数
学
で
解
い
て
い
る
。
文
献
４
に
は
出
題
者
の
こ
と

な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
慈
光
寺
の
算
額
に
つ
い
て
は
過

去
に
発
表
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
の
で
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
文
献
も
引
用
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
筆
者
な
り
に
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
算
額
の
内
容

算
法
雑
俎
は
、
関
流
の
算
士
白
石
長
忠
（
一
七
九
五
～
一
八
六
二
）
の

門
人
岩
井
重
遠
（
一
八
〇
四
～
七
八
）
が
編
集
（
市
川
行
英
訂
・
白
石
長

忠
閲
）
し
た
も
の
で
、
文
政
十
三
年
三
月
の
序
文
が
あ
る
。
主
に
群
馬
・

長
野
・
埼
玉
な
ど
の
十
九
社
寺
・
二
十
二
面
の
算
額
を
記
録
し
て
い
る
。

埼
玉
で
は
飯
能
の
子
の
権
現
、
東
松
山
の
稲
荷
社
（
箭
弓
稲
荷
社
）
の
算

ね

額
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
算
法
雑
俎
は
東
北
大
学
の
和
算
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
慈
光
寺
観
音
堂
の
算

額
は
図
３
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
三
問
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
阪
東
九

   図３ 算法雑俎の慈光寺観音堂の算額 
      （東北大学和算ポータルサイトより） 
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番
は
慈
光
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

所
掲
干
阪
東
九
番
観
音
堂
者
一
事

今
有
如
圖
以
等
弧
背
抱
五
員
天
員
徑

六
十

一
十

地
員
徑

問
人
員
徑
幾
何

八
寸

七
寸

答
曰
人
員
徑
六
十
四
寸

術
曰
以
地
徑
除
天
徑

平
方
開
之

名
極

六
之
加
極
及
一
个
以
除
天
徑
一
十
六
之
得
人
徑
合
問

今
有
如
圖
長
立
員
穿
去
梭
長
徑
若

干
短
徑
若
干
問
得
穿
去
積
術
如
何

答
曰
如
左
術

術
曰
置
三
个
一
分
二
釐
五
毫
平
方
開
之
内
減
一
个
餘

乗
長
徑
及
短
徑
冪
與
球
積
率
得
穿
去
積
合
問
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角
背
切

今
有
如
圖
削
矮
立
員
一
十
二
角

長

立
員
周

徑
若
干
短
徑
若
干
問
得
積
術
如
何

答
曰
如
左
術

術
曰
置
長
徑
自
之
乗
短
徑
半
之
得
積
合
問

市
川
行
英
門
人

武
州
比
企
郡
古
寺
邑

田
中
與
八
郎
信
直

同
郡
腰
越
邑

馬
場
與
右
衛
門
安
信

同
邑

久
田
善
八
郎
儀
知

文
政
十
三
年
庚
寅
三
月

【
用
語
説
明
】

圖
＝
図
。
員
＝
圓
＝
円
。

＝
個
、
一
个
は
一
つ
で
一
個
の
こ
と
。
幾
何
＝
ど
れ
ほ
ど
か
。
術
＝
方
法
あ
る
い
は
答
え
に
い

个こ

い

っ

こ

い
く
ば
く

。

。

。

（

、

た
る
手
順

長

立

員
＝
長
軸
に
関
し
て
回
転
し
て
得
ら
れ
る
楕
円
体

穿
去
＝
穴
を
開
け
て
取
り
去
る
こ
と

梭

お
さ

ち
ょ
う
り
つ
え
ん

せ
ん
き
ょ

さ
）
＝
菱
形
の
こ
と
を
中
国
の
古
算
書
で
は
梭
田
と
い
う
。
若
干
＝
い
く
つ
と
定
め
な
い
が
そ
の
数
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と

き
に
用
い
る
。
球
積
率
＝
玉
積
率
と
も
い
い
、
球
が
内
接
し
て
い
る
立
方
体
の
体
積
と
球
の
体
積
と
の
比
で
π
／

に
相
当

6

す
る
。
矮
立
員
＝
短
軸
に
関
し
て
回
転
し
て
得
ら
れ
る
楕
円
体
。

わ
い
り
つ
え
ん
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【
解
読
】

一
問
目

今
図
の
よ
う
に
互
い
に
接
す
る
等
し
い
円
の
円
弧
（
等
弧
背
）
の
間
に
五
つ
の
円
を
接
す
る
よ
う
に
し
て
、
天
円
の
直
径
が
六

十
八
寸
、
地
円
の
直
径
が
十
七
寸
の
と
き
、
人
円
の
直
径
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

答
に
曰
く
人
円
の
直
径
は
六
十
四
寸

計
算
方
法
は
、
地
径
（
地
円
の
直
径
）
で
天
径
（
天
円
の
直
径
）
を
割
り
極
と
名
づ
け
る
。
之
を
平
方
開
し
六
倍
し
極
及
び
一

を
加
え
た
も
の
で
天
徑
の
十
六
倍
を
割
る
と
問
に
合
う
人
径
（
人
円
の
直
径
）
を
得
る
。

、

（

）

、

こ
の
計
算
方
法
は
式
１
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り

勾
股
弦
の
理

三
平
方
の
理

と
三
角
形
の
比
例
関
係
を
使
え
ば
解
け
る
が

。

、

こ
の
式
を
導
き
出
す
ま
で
は
面
倒
な
計
算
が
必
要
で
あ
る

二
問
目
以
降
も
同
様
で
あ
る
が
計
算
方
法
と
言
っ
て
も
結
論
だ
け
で

そ
の
式
を
導
き
出
す
経
過
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
多
く
の
算
額
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

「
解
曰
」
と
い
う
式
を
導
き

、

出
す
文
は
長
文
に
な
る
た
め
だ
ろ
う
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

二
問
目

今
図
の
よ
う
に
楕
円
体
を
底
面
が
菱
形
（
菱
形
の
対
角
線
が
そ
れ
ぞ
れ
楕
円
の
長
軸
と
短
軸
に
等
し
い
）
の
角
柱
で
穿
ち
去
る

う
が

と
き
、
穿
ち
去
っ
た
楕
円
体
の
体
積
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
三
个
一
分
二
釐
五
毫
（3

.
1
2
5

）
を
平
方
開
し
一
を
減
じ
た
も
の
に
長
径
と
短
径
を
二
乗
し
た
も
の
を
掛
け
球
積

率
（
π
／

）
を
掛
け
て
問
に
合
う
穿
ち
去
っ
た
体
積
を
得
る
。
こ
れ
は
式
２
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

6

三
問
目

今
図
の
よ
う
に
矮
立
円
（
楕
円
体
）
を
十
二
個
に
分
割
し
て
そ
の
面
を
削
る
。
削
る
角
の
背
は
楕
円
周
上
に
あ
る

（
楕
円
の
）

。

長
径
・
短
径
か
ら
残
っ
た
体
積
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。
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答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
長
径
の
二
乗
と
短
径
を
掛
け
之
を
半
分
に
し
て
問
に
合
う
体
積
を
得
る
。

こ
れ
は
式
３
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

                    

式１ 一問目の計算式 

（寸）となる。

とおけば、、、今、

となる。としたとき、

とし、、、径をそれぞれ天円、人円、地円の直

64
17

1088

1446

6816

417681768

16

16

2

31

1
2

3

1

321












d

kdd

kk

d
d

d

d
k

ddd

となる。

は体積

とすれば求める、それぞれ楕円体の長径、短径を

64

425

6
)1125.3( 2

21
2
21

21


ddddV

V

dd




となる。　は、体積

とすれば求める、それぞれ楕円体の長径、短径を

2
2

2
1

21

dd
VV

dd



式２ 二問目の計算式 

式３ 三問目の計算式
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三
、
出
題
者
の
こ
と
な
ど

、「

。

。

（

）

算
法
雑
俎
の
編
者
・
岩
井
重
遠
は
文
献
５
に

右
内
と
称
す

上
毛
人
な
り

初
め
業
を
小
野
栄
重

一
七
六
三
～
一
八
三
一

に
受
け
、
後
ち
白
石
長
忠
の
門
に
入
り
、
豁
術
（
筆
者
注
：
か
つ
じ
ゅ
つ
＝
円
理
に
関
係
し
た
面
積
や
体
積
を
求
め
る
方
法
）
を

学
び
ぬ
。
算
法
雑
俎
は
問
題
答
術
を
記
る
せ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
過
半
は
栄
重
、
宜
長
、
行
英
、
安
本
、
等
の
門
人
が
掲
額
せ

し
所
の
算
題
な
り
」
と
あ
る
。
関
流
の
小
野
栄
重
は
上
毛
の
算
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
人
で
、
そ
の
弟
子
に
は
斎
藤
宣
長
（
一
七
八

四
～
一
八
四
四
）
も
い
る

（
市
川
行
英
に
つ
い
て
は
省
略
）

。

さ
て
、
出
題
者
三
名
は
仕
事
（
農
業
？
）
の
傍
ら
、
和
算
を
ど
の
よ
う
な
動
機
で
ど
の
よ
う
に
学
び
、
高
度
な
問
題
を
解
き
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
掲
額
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
詳
し
く
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
今
か
ら
七
十
年
前
の
文
献
４
か
ら
要
点
の
み
上
げ

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
算
学
と
し
て
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

）

、

（

）

。

大
河
村

現
小
川
町

下
古
寺
に
田
中
姓
は
あ
る
が

田
中
與
八
郎
信
直

道

に
直
接
結
び
つ
く
資
料
な
ど
は
な
い
と
い
う

腰
越
村
（
現
小
川
町
）
の
馬
場
與
右
衛
門
安
信
に
つ
い
て
は
、
根
古
屋
の
馬
場
氏
で
あ
り
位
牌
に
、

關
山
惠
通
居
士
位
、
弘
化
二
乙
巳
年(

1
8
4
5
)

七
月
念
有
八
日
、

馬
場
友
八
忰
、
俗
名
與
右
衛
右
門
行
年
四
十
一
歳

と
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
算
額
に
は
文
政
十
三
年
と
あ
る
か
ら
二
十
六
歳
の
と
き
に
掲
額
し
た
こ
と
に
な
る
。

久
田
善
八
良
（
郎
）
儀
知
の
家
は
腰
越
村
小
貝
戸
で
墓
に
、

見
譽
淨
巖
居
士
、
嘉
永
四
亥
年(

1
8
5
1
)

四
月
廿
四
日

俗
名
久
田
善
八
郎
儀
知
、
施
主
同
苗
頂
太
郎

と
あ
る
と
い
う
。
享
年
は
刻
し
て
な
い
。
善
八
郎
の
婿
が
善
次
郎
で
其
子
が
幾
太
郎
翁(

昭
和
十
年
七
十
一
、
二)

で
、
此
人
の
談

を
聞
く
に
、
善
八
郎
が
十
露
盤
を
教
え
た
事
は
聞
い
て
居
る
し
、
慈
光
寺
観
音
堂
へ
額
を
上
げ
た
事
も
亦
聞
い
て
居
る
が
、
他
に

そ

ろ

ば

ん
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聞
く
所
は
な
い
と
い
う
。

著
者
の
三
上
義
夫
は
著
名
な
数
学
史
の
研
究
学
者
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を

「
古
い
時
代
に
就
い
て
知
る
事
が
出
来
な

、

い
の
は
、
何
れ
の
地
で
も
同
様
で
は
あ
る
が
、
此
れ
も
残
念
で
あ
る

（
略
）
如
何
に
過
去
の
算
者
が
忘
れ
ら
れ
て
居
る
か
を
思
ふ

。

と
き
、
時
代
の
や
や
古
い
も
の
は
凡
て
忘
却
の
中
に
落
入
っ
て
、
知
り
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
ら
う

」
と
嘆
い
て
い
る
。
な
お
算
額

。

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は

「

比
企
郡
の
）
現
在
の
算
額
で
は
、
慈
光
寺
の
も
の
が
最
も
内
容
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
れ
は

、
（

師
匠
た
る
市
川
行
英
が
有
力
者
で
あ
っ
た
賜
も
の
で
あ
る
。
之
れ
に
名
を
署
し
た
三
人
の
門
弟
が
、
殆
ん
ど
事
蹟
の
知
ら
れ
な
い

の
は
惜
し
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
三
上
義
夫
は
七
十
年
前
に
比

企
郡
に
お
け
る
三
十
余
人
の
算
者
の
事
跡
を
調
べ
て
い
て
そ
の
功

は
大
で
あ
る
。
比
企
郡
に
も
相
当
な
算
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

な
お
、
久
田
善
八
郎
儀
知
の
墓
は
小
川
町
腰
越
に
現
存
し
、
筆

者
は
子
孫
の
久
田
友
男
氏
に
案
内
し
て
頂
き
拝
見
し
て
い
る
（
図

４

。
そ
の
際
、
久
田
友
男
氏
は

「
善
八
郎
は
玉
ね
ぎ
形
の
も
の

）

、

を
計
算
し
た
と
聞
い
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
当
に
三

問
目
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

算
額
の
掲
額
者
は
会
心
の
問
題
が
解
け
た
時
に
神
仏
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
自
慢
げ
に
掲
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
慈
光
寺
の

算
額
は
和
算
の
歴
史
で
も
後
期
に
属
し
、
円
理
の
内
容
で
は
典
型
的
な
内
容
の
よ
う
で
あ
る
。
上
州
出
身
と
も
い
わ
れ
る
算
聖
・

図４ 久田善八郎儀知の墓 
  （小川町腰越） 
  （平成21年 6月）
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関
孝
和
の
出
現
以
来
、
北
関
東
は
和
算
が
盛
ん
で
、
藤
田
貞
資
・
今
井
兼
庭
・
小
野
栄
重
な
ど
の
人
物
が
現
れ
て
い
る
。
市
川
行

英
門
下
の
比
企
郡
の
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
算
者
達
も
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
貴
重
な
慈
光
寺
の
算
額

が
い
つ
の
日
か
復
元
さ
れ
、
掲
額
さ
れ
る
こ
と
を
筆
者
は
夢
見
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

（
１

「
例
題
で
知
る
日
本
の
数
学
と
算
額
」
深
川
英
俊
（
森
北
出
版

1
9
9
8

年
）

）

（
２

「
算
額
を
解
く
」
大
原
茂
（
さ
き
た
ま
出
版
会

平
成
十
年
）

）

（
３

「
埼
玉
の
算
額

（
埼
玉
県
史
料
集
第
二
集

埼
玉
県
立
図
書
館
発
行

昭
和
四
十
四
年
）

）

」

（
４

「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者(

1
)

～(
5
)

」
三
上
義
夫
（
埼
玉
史
談

1
9
4
0

年5
,
7
,
9
,
1
1

月
号
、1

9
4
1

年1

月
号
（
旧
第

巻5
,
6

号
、

）

11

第

巻1

～3

号

）
）

12

（
５

「
増
修
日
本
数
学
史
」
遠
藤
利
貞
遺
著
・
三
上
義
夫
編
（
恒
星
社
厚
生
閣

昭
和5

6

年
）

）

（
６

「
算
法
雑
俎

（
東
北
大
・
林
文
庫
）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
す
。

）

」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
l
i
b
r
a
r
y
.
t
o
h
o
k
u
.
a
c
.
j
p
/
w
a
s
a
n
/

（
平
成
二
十
一
年
十
月
十
七
日
）

※
本
稿
は
「
あ
ゆ
み

（
毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会

号

平
成

年

月
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
若
干
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

」

34

22

5
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11 rd 、

 

付録７              慈光寺の算額の解法 

 

  慈光寺の算額は３問あるが、その内２問目と３問目を解くいてみる。 

 

【二問目】楕円体を底面が菱形（菱形の対角線がそれぞれ楕円の長軸と短軸に等しい）の角柱で穿ち去るき、穿ち去った楕

円体の体積を求める方法はいかに。 

          答は、  

 

 

 

  この問題に対して「算法算法雑俎解」は、「短径ヲ球径トス球之内方ヲ穿チ去積ヲ求メ乗

長径以短径除之長立円之内菱ヲ穿チ去る積トス」と解き方を述べている。 

つまり、球型に対して角柱で穿ち去った体積を求め、しかる後に（長径／短径）の 

比を乗じて求めている。 

その解き方は以下のようになる。 

 

（１）楕円体の長径とその半径を     短径とその半径を とする。 

   まず、半径 2r の球に内接する菱形の角柱で穿ち去った体積 1Vを求める。 

 

となる。

はとすれば求める体積、それぞれ楕円体の長径、短径を

6
)1125.3( 2

21

21

ddV

Vdd



22 rd 、
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   穿ち去ったあとの体積の１／４（図の斜線部分） は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）③に対して、 倍すれば、求める体積 となる。つまり、 

 

 
 

 

④ に を入れるために変形する。また drの代わりに を用いると、 

 

 

 

 

 

0V

③従って、

②を代入すると、だから、

①
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【三門目】矮立円（短軸に関して回転して得られる楕円体）を十二個に分割してその面を削る。削る角の背は楕円周上にあ

る。（楕円の）長径・短径から残った体積を求める方法はいかに。 

答は、 

 

 

（１）Ａ図は、Ｂ図で水平に切断したときの上面図である。 

正 12 辺形の面積S は、 23yS  となる。Ｂ図において、 

 

                    また   だから 

 

 

（２）求める体積V は、 

 

 

 

 

 

（注）三門目の解法は「埼玉の算額」に依りました。なお、「算法雑俎解」では長径の球を想定して削積を先に求め、それ

に（短径／長径）を乗じて解を得ている。                                  

となる。　は、体積

とすれば求める、それぞれ楕円体の長径、短径を
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付録８．改正算法 全写し 

   （石井家文書Ｄ01～21） 
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あ
と
が
き 

  
石
井
家
文
書
を
発
見
し
た
と
き
の
感
激
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
相
当
量
の
和
算
史
料
を
発
見
し
た
だ
け
で
も
驚
き
を
禁
じ
得

な
か
っ
た
が
、
別
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
に
石
井
家
文
書
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
編
を
発
見
し
た
。
Ｂ
の
史
料
に
出
て
来
る
図
形
は
見
覚

え
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
毛
呂
山
の
郷
土
誌
に
寄
稿
し
た
「
毛
呂
周
辺
の
算
額
」
で
述
べ
た
東
松
山
の
岩
殿
観
音

の
幻
の
算
額
の
図
形
に
酷
似
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
石
井
弥
四
郎
和
儀
は
岩
殿
観
音
の
算
額
を
書
き
写

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
解
い
た
下
書
き
で
は
な
い
か
と
の
思
い
が
持
ち
上
が
っ
た
。
他
に
も
未
見
の
史
料
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
も
わ
い
て
き
た
。 

 

二
ヶ
月
後
の
十
二
月
二
十
二
日
再
度
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
石
井
家
文
書
Ｄ
以
下
を
発
見
し
た
。
予
感
は
的
中
し
た
。

「
奉
納
改
正
算
法
」
と
題
す
る
書
物
の
中
味
は
ま
さ
に
岩
殿
観
音
の
算
額
を
写
し
採
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
別
解
ま
で
示
し

て
あ
る
で
は
な
い
か
。
岩
殿
観
音
の
幻
の
算
額
の
全
貌
が
判
明
す
る
と
思
っ
た
。
発
見
し
た
和
算
史
料
の
総
頁
数
は
二
五
〇

頁
を
越
え
た
。
全
部
は
無
理
と
し
て
も
、
主
だ
っ
た
個
所
だ
け
で
も
解
読
し
て
み
よ
う
と
強
く
思
っ
た
。 

  

石
井
弥
四
郎
和
儀
と
い
う
和
算
家
を
知
っ
た
の
は
、
飯
能
市
虎
秀
出
身
で
江
戸
中
期
の
天
文
暦
学
者
・
千
葉
歳
胤
を
調
べ

て
い
た
と
き
で
あ
る
。
天
文
暦
学
者
は
当
然
和
算
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
、
調
査
を
し
て
い
る
う
ち
に
同
郷
の
石
井
和
儀
を

知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
本
書
に
何
度
も
出
て
く
る
「
算
法
雑
俎
」
と
い
う
書
物
か
ら
で
あ
っ
た
。
千
葉
歳
胤
の
調
査

が
一
区
切
り
し
た
あ
と
、
慈
光
寺
の
算
額
な
ど
と
並
行
し
て
石
井
和
儀
の
算
額
の
問
題
（
子
の
権
現
の
問
題
）
も
調
べ
始
め

た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
四
行
の
術
文
が
な
か
な
か
解
読
で
き
な
い
。
な
ら
ば
直
接
現
代
数
学
で
解
い
て
み
よ
う
と
し
た
が
、

「
そ
れ
な
り
」
に
勉
強
し
た
筈
の
微
積
分
も
四
十
五
年
も
経
つ
と
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
い
て
役
に
立
た
ず
、
結
局
畏
友
に
助
け
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て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
四
行
の
術
文
の
誤
訳
ま
で
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。
解
い
て
い
た
だ
い
た
数
式
を
理
解
し

た
上
で
（
昔
の
感
覚
を
取
り
戻
し
て
）
、
今
度
は
和
算
で
は
ど
の
よ
う
に
解
か
れ
て
い
た
か
に
挑
戦
し
て
み
た
。
傍
書
法
で

書
か
れ
た
内
容
は
少
し
戸
惑
っ
た
が
、
す
ん
な
り
と
理
解
で
き
当
時
の
解
法
を
知
っ
た
。 

 

和
算
を
知
る
上
で
大
事
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
扱
っ
た
か
と
い
う
数
学
的
な
こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
人
物
や
社
会

的
背
景
な
ど
の
文
化
史
的
側
面
も
知
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
車
の
両
輪
で
あ
る
。
石
井
和
儀
に
つ
い
て
言
え
ば
、
子
の
権

現
の
問
題
を
現
代
数
学
と
和
算
の
両
方
の
解
き
方
を
知
っ
た
の
で
前
者
は
一
応
ク
リ
ア
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
後
者
に

つ
い
て
言
え
ば
、
石
井
和
儀
の
生
没
年
さ
え
も
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
拘
り
を
も
ち
、
原
市
場
周
辺
の
寺
院
の
墓
地

を
訪
ね
歩
い
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
諦
め
か
け
た
と
き
に
あ
る
人
か
ら
子
孫
の
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
同
家
に
伝

わ
る
古
文
書
類
の
拝
見
は
勿
論
、
墓
地
の
案
内
ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
見
つ
か
っ
た
の
が
既
述
の
石
井
家
文
書
と

石
井
和
儀
の
墓
石
で
あ
っ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
劇
的
な
う
れ
し
い
展
開
と
な
っ
た
。
調
査
は
当
初
の
予
想

を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
進
展
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
小
冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
開
始
か
ら
足
掛
け
三

年
が
過
ぎ
た
。 

 
 

遺
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
石
井
和
儀
の
人
物
像
や
社
会
的
背
景
な
ど
に
踏
み
込
む
に
は
限
界
も
あ
る
が
、
石
井
家
文
書
に
よ

り
部
分
的
か
も
知
れ
な
い
が
江
戸
末
期
の
飯
能
と
い
う
一
地
方
の
算
者
の
事
績
が
具
体
的
に
解
明
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

特
に
子
の
権
現
の
問
題
ま
で
考
え
る
と
積
分
ま
で
扱
っ
た
石
井
和
儀
の
当
時
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
飯
能
に
も
当
時
と
し
て
は
高
尚
な
問
題
を
扱
っ
て
い
た
相
当
な
和
算
家
が
い
た
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
飯
能
出
身
の
千
葉
歳
胤
（
和
算
家
で
も
あ
ろ
う
。
墓
は
市
指
定
文
化
財
）
と
石
井
和
儀
の
二
人
を
調
べ
て
き
た
。

千
葉
歳
胤
は
、
天
文
暦
学
で
江
戸
と
い
う
中
央
で
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
る
活
躍
を
し
著
書
も
多
く
遺
し
た
が
、
地
元
に
伝
わ

る
も
の
は
若
干
の
衣
類
の
み
で
あ
る
。
埼
玉
北
西
部
の
和
算
家
の
一
次
史
料
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考

え
る
と
、
石
井
和
儀
の
遺
し
た
和
算
史
料
・
石
井
家
文
書
は
文
化
財
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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【
謝
辞
】
畏
友
川
田
義
広
氏
に
は
子
の
権
現
の
算
額
の
内
容
の
正
し
さ
を
数
学
的
に
証
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
証

明
に
勇
気
づ
け
ら
れ
和
算
の
解
法
の
調
査
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
石
井
弥
四
郎
和
義
の
子
孫
で
あ
ら
れ
る
石
井

健
様
に
は
石
井
家
文
書
の
拝
見
及
び
石
井
家
墓
地
の
案
内
で
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
小
川
恵
介
様
に
は

石
井
健
様
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
能
市
郷
土
館
の
尾
崎
泰
弘
様
に
は
石
井
家
文
書
や
西
光
寺
過
去
帳
の

拝
見
で
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
こ
の
小
冊
子
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

記
し
て
心
か
ら
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
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平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
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口
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